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御宿町議会報告会 報告会録 

 

【日 時】：令和６年２月２５日（日）午後１時３０分から午後４時１０分まで 

【場 所】：御宿町公民館 大ホール 

【報告会のテーマ】：御宿小学校校舎更新について 

【出席者】：報告会参加者 ６９名      御宿町議会議員全員（１０名） 

【次 第】：１．開 会 ・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１ 

       ２．議長あいさつ・・・・・・・・・・・・Ｐ２ 

       ３．本日のテーマの報告・説明・・・・・・Ｐ３～Ｐ12 

         （各議員の考え ・・・・・・・・・Ｐ７～Ｐ12） 

       ４．情報交換・・・・・・・・・・・・・・Ｐ12～Ｐ32 

       ５．閉 会 ・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ32～Ｐ33 

 

１．開 会 

田中司会者 みなさん、こんにちは。本日は、足元の本当にお悪い中、御宿町議会報告会

にお越しいただきまして、誠にありがとうございます。 

  本日は、御宿町議会で録画をさせていただきます。そして、議会だよりなどに写真掲

載を予定しておりますので、ご都合の悪い方は、お申し出いただけるとありがたいです。 

  それでは、報告会に入ります前に、議員の自己紹介をいたします。 

   （議員 自己紹介） 

田中司会者 それでは、早速、議会報告会を始めたいと思います。本日の資料といたしま

して、皆さんのお手元に、次第、本日の感想を書いていただきますアンケート、議会だ

より最新号をお配りしています。 

御宿町議会では、昨年９月に御宿町議会基本条例を議決し、この条例に基づいて議会

運営を進めております。 

その一環として、本日議会報告会を開催させていただきました。 

  本日のテーマは、「御宿小学校校舎更新について」でございます。今、御宿町の中で何

が起きているのか、少しでもお伝えできればと考えております。報告会の進行予定です

が、これから約２０分ほど、議会の経過についてを説明させていただきます。その後、

議員全員から１人３分以内で発言をいたします。１０人おりますので、約３０分ほどの

時間が必要となります。 

  その後に会場の皆様からのご意見やご質問を受けたいと思います。 

  なお、この報告会ですが、時間は午後３時３０分頃終了するということで予定してお

りますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

まず、開会にあたりまして、御宿町議長 滝口議長からご挨拶を申し上げます。 
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２．議長あいさつ 

滝口議長 改めまして、皆さんこんにちは。今日はお忙しい中、またお寒い中、足元の悪

い中で、我々議会報告にご参加くださいまして、誠にありがとうございます。うちの公

式としては初めての経験なんで、今日ですね、正直ワクワクというか、そわそわという

か結構議会の時よりも緊張して、夢に出てたんですね。夢にこの会場が満員になって入

りきれなくて、外３倍ぐらいの人数になって、大叱られしたような夢を見た次第でござ

います。で、おかげさまで数を用意したくらい、席が埋まってるのを見て、少し安心し

ております。元々先ほど司会の方からご挨拶ありましたけれども、９月議会後改選があ

りまして、10 月から 10 名の議員で議会がスタートしたわけです。内４人が新人ではあ

ります。で、近隣の市町村に比べても年齢とか性別、まんべんなく多岐にわたって、い

い具合に議員があがってきたかなという感じを受けます。そして御宿町議会は、元々で

すね、結構他所と比べてはなんなんですけども、新人のうちから発言が結構自由にでき

る、そういう昔からの風土がありまして、僕ももう４期目なんですけれども、最初から

飛ばして、先輩議員に間違ってもいいから、とにかく議員ていうのは、発言するのが役

目だからみたいなことで、もう飛ばして結構発言してきました。今回の議員もですね、

皆さん個性が強くて、今議会内でも結構雰囲気は良く、発言もよくしてくれまして、今

度の一般質問もですね、結構皆さん精力的に発言いただいて、議案の提案もですね、質

問もしていただいて、結構活力ある議会になっております。また、そんな中で町、町長

サイドは執行部といわれる機関であります。後から詳しい説明があるんですけれども、

我々議会というのは議決機関といいまして、よく勘違いされるのが、議会で何でもでき

るみたいなことがあるんですけれど、執行権があるのは町長の役場サイド、我々は政策

提言とかはできるんですけども、なかなか執行する責任というのは与えられてないんで、

なかなか公約といっても、難しいところがあるわけです。そのへんのところが後からの

説明で出てくると思いますんで、ご了解いただければと思ってます。また、コロナ禍で

相当経済も生活も痛んだ中で、ある程度落ち着きを取り戻してるんですけども、まあ地

方の経済はなかなか元に戻らず、観光もですね、なかなかあの政策といっても、まあ今

正直低迷期を迎えてて、まあどうするかというのも課題なんですけども、今回の小学校

更新に関してと同時に、我々は執行部と一緒に町の経営をしなくてはいけない。町の経

営をしなきゃいけないということは、執行部と議会がしっかり車の両輪のように回って、

我々は議会提案とかをしまして、しっかりとですね、議会改革を進めていかなくてはな

らないと思っています。そんな中で、まちづくりは能力よりも人を育てることが大事だ

と思ってます。議会で新人議員の皆さんもですね、４人いますので、しっかりと私自身

も教育される方ですけど、皆さん協力して 1 つになって一緒に頑張っていきたいと思っ

てます。今役場職員もですね、なかなかこういう時代です。結構新人さん辞めたり、途

中でいいところに職場を変えたり、相当な離職率があります。これは御宿町に限らず、

他の市町村も同じだと思うんですけども、特に御宿町、100人を切ってる人数ですので、

目立んですね。やはり、人が育たなければ住民の皆様にもいいサービスもできなくなる

し、町づくりも立ち行かなくなりますんで、その辺のところは議会だけでなく、住民の

皆様にも議会教育、また役場の職員の教育をアドバイスいただければと思ってます。あ
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まり長くなるといけませんので、この辺にしますけども、皆さんと一緒に明るい未来へ

向かって、一歩ずつ頑張っていきたいと思いますので、どうかご理解と協力のほう、よ

ろしくお願い申し上げます。簡単ですがあいさつとさせていただきます。（拍手） 

田中司会者 ありがとうございました。それでは今回のテーマであります、御宿小学校校

舎更新について、石井議員から経過説明をさせていただきます。お願いします。 

 

３．本日のテーマの報告・説明 

石井説明者 それではご指名ですので、私、石井から経過報告をさせていただきます。ま

ず、議決の意味についてでありますが、お話しをさせていただきます。議会の議決とは、

一言でいうと町の意思を決定するということです。賛成者が、過半数を超えれば可決、

過半数を超えなければ否決となります。今回の 1月 12日の臨時議会では、一般会計予算

を補正する案が審議されました。議案の内容は、御宿小学校を御宿中学校の敷地内に建

設するための基本設計委託費 18,183,000円を、単独で補正する内容でした。行政がお金

を使うためには、最低千円の単位で議会の議決がないと使うことができません。今回の

補正予算案が、賛成２，反対７で否決になったために、設計を委託する費用の支出がで

きないことになります。議決機関である議会の採決の結果により、町の意思が決まった

ということになります。今回のことでよく、議会は代案があるのかと聞かれることがあ

ります。ご承知の通り、議会、議員にできることは、議決する権利と一般質問や意見書

など、いわゆる提案する権利の２つです。予算を作ることと執行する権利は、町長だけ

が持つ権限です。ですから、今回のことでもまず第一義的には、町長が議会に対して次

の方針を示すことだと考えています。これは昨年 11月に発行した議会だよりです。令和

４年度の決算内容について記載しています。一般会計だけを紹介します。令和４年度の

一般会計の歳出決算額は 41 億 7318 万円でした。この 41 億円を使い、職員 95 名で仕事

をします。ちなみに議会費は、6,368万円です。主なものは人件費で、議員 11名と職員

２名の人件費で、総額の 1.5%ほどです。２月 21 日の議員協議会で改めて確認されたの

は、御宿小学校がこのままでいいと思っている議員は 1 人もいないということです。全

員が、何らかの更新は必要だと考えています。更新を否決したわけではないということ

です。このことはぜひ、ご理解をいただきたいと思います。どうしたら良いのか、私自

身も含めて 10人の議員が、それぞれ考えを持っていると考えています。それは一例とし

て、賛成討論、反対討論をお読みになれば、ご理解いただけると考えています。 

次に 10月以前の議会と、以降の議会で、何が違うのかということについてお話をさせ

ていただきます。それは議会の憲法とも呼ばれている、議会基本条例が制定されて、議会

の活動や議員の活動が、明確にされたことだと考えています。議会基本条例は、昨年の９

月議会で制定されました。私は 10月からですので、前期の議会で制定されたものが、こ

の議会基本条例です。今日この報告会も、この議会基本条例に定められています。前文を

紹介させていただきます。 

『平成 12 年の地方分権一括法の施行以来、地方議会の役割は極めて広範囲にわたり、

その責任の度合はこれまでに比較にならないほど重くなっている。町民の意思を把握し、

町政に反映させる町議会は、御宿町民の代表機関であり、町の意思決定機関である。町政
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運営は、日本国憲法に基づく二元代表の下で、町長と議会は町民の負託を更に重く受け

止めて活動し、町長は執行機関として、議会は合議制の議決機関として、それぞれの異な

る特性を活かしながら競い合い協力し合わなければならない。そして、町長と議会は、緊

張関係の下で論点及び争点を明確にし、御宿町にとって最良の意思を決定することで、

町民全体の福祉の向上と地域社会の活力ある発展を目指していく使命が課せられている。 

よって議会には、これまで以上に監視、調査、政策提言及び立法（条例）の機能強化が求

められる。さらに、積極的な情報公開を率先して行い、より一層町民に開かれた議会を実

現しなければならない。議会はこの崇高な理念と目的を達成することを誓い、ここに御

宿町議会基本条例を制定する。』 

冒頭に、意思の決定の説明をいたしましたが、読み上げました通り、町議会は町の意思

決定機関であり、緊張関係の下で最良の意思を決定することとされ、そのためにも、積極

的な情報公開と、開かれた議会の実現が求められています。具体的には、議決の結果は最

良の意思が決定されたことであり、そして、積極的な情報公開と開かれた議会の一例は、

今日お配りしている議会だよりや報告会であると考えています。お手元の議会だよりを

ご用意ください。議会だよりは、通常 25日の発行ですが、議会だよりの最新号を参加者

の皆さんにお配りしたいと考えまして、印刷業者さんにはご無理なお願いをいたしまし

たが、快くご協力をいただき、22 日に収めていただきました。本日ご参加いただいた方

に、いち早くご覧いただくことができました。本日の議題の説明をする上でも、この５ヶ

月間、議員がどんな活動をしてきたのか、全体像を皆さんにご理解いただければと考え

ています。 

まず議会だよりの特徴点ですが、わかりやすい情報の提供ということで、お手元のも

のは 211号ですが、210号から賛否の分かれた議案は、誰が賛成したのか反対したのかを

表にして、一目でわかるようにしました。また、会議の詳細な内容は、議事録や報告書な

ど、ＱＲコードを載せて、スマホのカメラ機能を使い、即座に議会情報のホームページが

見られるように工夫しました。また前期の議会のテーマ、若者と議会を今期も引き続き

活動いたしますので、よろしくお願いをいたします。順次議会だよりの内容を説明させ

ていただきます。まず、表紙ですが、表紙は 11 月 14 日に役場の議場で開催された中学

生議会です。２ページから３ページに特集しています。２ページに中学生議会の一般質

問の一覧がありますが、７番目の吉野議員が御宿小学校の移転計画について質問してい

ます。２ページの右下に、黒い点々の四角い模様があると思いますが、これが先ほどお話

ししたＱＲコードといいます。スマホをかざすと、御宿町議会のホームページの中に、新

しく作られた中学生議会のページが開かれます。こちらでございます。また、中学生議会

で議論された内容が、私たちと同様に会議録として掲載されています。これが掲載され

ている状況です。さらに議員や傍聴者など、参加者の感想も掲載されています。議会だよ

りに紹介したのは２名の生徒だけですが、ホームページには生徒の感想が掲載されてお

り、読んでみますと 10名の生徒が小学校の移転について感想を寄せています。 

次に４ページからは、私たちの活動として、12 月の定例議会の一般質問や議案と審議

結果が紹介されています。下段に賛否が分かれた議案について、誰が賛成し誰が反対し

たのか、一目でわかるように表にしています。 
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次に５ページから 10ページは、６名の議員の一般質問の概要が記されています。各議

員の会議録は、下の段のＱＲコードで読むことができるようになっています。 

次に 11ページから 14ページは、議案の主な内容や審議の結果を記載しています。 

12 ページでは、一般廃棄物の処理手数料の改正案が否決になりました。改正しようと

した内容や主な議案と討論が記載されています。 

次に14ページですが、これは一般会計予算案の御宿海岸の海浜性植物の管理に対して、

議会と十分な理解を求める付帯決議を初当選議員の岩瀬議員が発議者になり、賛成議員

が８名で議会の総意を示したものとなりました。 

次に 15ページでは、上段に総務教育民生委員による、御宿中学校と御宿小学校の学校

訪問が記載されています。訪問の内容は、報告書が議会のホームページに掲載されてお

ります。これもＱＲコードで閲覧できます。さらに中段には、閉鎖された資料館など、町

有財産３箇所の視察についても記載しています。 

次に 16 ページから 17 ページは 11 月 28 日に開かれた第２回臨時議会の議案と審議内

容が記載されています。 

次の 18ページから 21ページが、本日の報告会の主旨である 1月 12日の臨時議会につ

いて記載したページです。なお、議会だよりの作成中に、会議録の掲載が間に合いません

でしたので、ＱＲコードが記載できませんでしたが、2 月 20 日に会議録をホームページ

に掲載することができました。 

18 ページの上段は、賛否の状況の表で、賛成議員が２名、反対議員が７名です。議長

は賛否に加われませんので、合計が９名になります。補正予算の内容は、冒頭お話しした

通り、御宿小学校を御宿中学校敷地内に建設するための基本設計の委託費 18,183,000円

の１件のみです。左には主な質疑の内容が記載されています。18 ページの主な質疑を読

み上げさせていただきます。 

最初の問いは、「今の場所へ改築する選択肢は」です。質問、なぜ改築工事の選択がな

くなったのか。答弁、教育施設検討委員会において、建設候補地について執行部から４つ

の候補地、御宿小学校、御宿中学校、布施小学校、Ｂ＆Ｇ海洋センター付近が示された中

で、２つの候補地、御宿中学校、布施小学校に絞られたため、御宿小学校を改築する話は

最初から進んでいない。 

質問、改築の場合、総工費の算出と積算根拠は。答弁、改築は新しいものに建て替える

ため、総工費は校舎のみで 10億円を少し上回ると想定している。実際の総工費は、今回

提案している基本設計委託をしないと正しい数字が出ない。 

次の設問です。「補助金を早めに示すべきでは」。質問、建設を決めた段階で設計作業に

取り掛かり、補助金の対象になることを説明しておくべきではなかったか。答弁、御宿中

学校に建設場所が決定した段階で県に相談し、改築の他に補助金が当てられるとの話が

あった。建設場所がいつ決定するのかを踏まえて事務を進めていたため、決して動きが

遅かったという認識は持っていない。と主な質疑を紹介をしています。 

次に 19ページから 21ページまで、討論の要旨を掲載しています。 

賛成討論は１名で「少しでも早く安心安全な学習環境を整えるべき」として椎木議員

です。反対討論は６名で、１番目は「時間と労力をかけ町民・議会・有識者と対話するべ
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き」として岩瀬議員です。 

参加者 すいません。反対討論については、反対討論をした議員にやってもらえませんか。 

石井説明者 その後に１人ずつお話しする予定になっておりますので。 

参加者 そうですか。 

石井説明者 はい。すいません。進めさせていただきます。２番目、「むしろ一層の教育環

境及び教育内容の充実に投資すべき」として圡井議員。３番目、「教育環境の将来像を描

くところから再検討が必要ではないか」として塩入議員。４番目、「懸念や不安の声、提

言を真摯に受け止めてもっと協議すべき」として北村議員。５番目、「早急に対応を再検

討して町の方針を決めていただきたい」として田中議員。６番目、「児童と生徒の特質に

合わせた教育環境を整備すべき」として私、石井です。見出しだけでも議員それぞれが

異なる意見を持っていることがお分かりいただけると思います。 

次に 22ページは、12年以上在籍した滝口議長と圡井議員の表彰の紹介と、行政視察の

受け入れとして、大多喜町議会と栃木県市貝町議会を紹介しています。特に御宿町議会

の若モノ議会ワークショップは、指導いただいている松下先生が雑誌に寄稿されたこと

から、下段の１月 15日の栃木県市貝町議会や２月５日の静岡県島田市議会など、視察が

相次いでおります。これは先週の土曜日の第２回若モノ議会ワークショップの一コマで

す。勝浦市からも、２名の市会議員が視察に訪れ、高校生からお子様連れのお母さんを始

め、総勢 30名で役場の大会議室がいっぱいになりました。ご指導いただいている松下先

生からは、子供たちが周りで遊んでいるワークショップは初めて見た。また本に書いて

全国に紹介したいと講評をいただきました。 

次に 23ページは、11月から２月までの議員の主な活動情報を紹介しています。 

最後の 24ページは、総務教育民生委員会の主催で、いすみ市の下布施に昨年夏にオー

プンした、先端的宿泊施設「五氣里」の視察報告です。詳しくはホームページに報告書が

掲載してございますので、ご覧いただけます。 

以上が議会だよりの内容ですが、最後に学校関連の所管は、総務教育民生委員会の仕

事になります。議会には、表のとおり、総務教育民生委員会５名、産業建設委員会５名、

議会運営委員会４名と３つの常任委員会があり、議長は自由に参加できます。総務教育

民生委員会に所属している議員は、委員長が私。副委員長が塩入議員。委員として圡井議

員、北村議員、田中議員の５名になります。この常任委員会の活動内容を、一部重なりま

すが報告をさせていただきます。 

総務教育民生委員会で、御宿小学校更新計画について、議長から調査研究の申し出が

ありました。そこで前期の議会から継続している議員、委員としては圡井議員、北村議

員、田中議員の３名がおられますので、御宿小学校の更新事業について伺うと、説明はあ

ったが協議していないということです。説明もほとんどが町長からの口頭の報告であり、

町民に責任を持って説明できるものはなかったとのことです。私は 10月までは一般町民

として町の広報を読んでいた限りでは、議会はこの更新計画を承認していたと思ってい

ましたので、大変意外でした。 

そこで委員会として執行部に対して、御宿町の教育方針といわれる教育の大綱。教育

施設検討委員会の会議録や会議資料。   報告書。御宿町と布施学校組合の学校施設
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個別施設計画。御宿町公共施設等総合管理計画。総合計画などの資料を取り寄せて、委員

会で検証しました。また総務教育民生委員会以外の議員にも、同様の資料を配布させて

いただきました。さらに会議だけではなく、学校施設等の現場の視察を行いました。 

こうした委員会活動も、冒頭お話しした議会基本条例に、「重要な政策案に対する説明

要求」として掲載されております。１、政策を必要とする背景、提案に至るまでの経緯、

町民参画の実施の有無とその内容、総合計画との整合性、財源措置、将来にわたる効果及

び費用、他の自治体の類似する政策との比較検討と。こうした内容が要求できるという

ことで書いてございます。以上お時間でございますので、終わりにさせていただきます。

ご清聴、ご協力ありがとうございました。（拍手） 

田中司会者 それでは、本年、令和６年１月 12 日に開催されました臨時会において、「御

宿小学校更新における御宿中学校に御宿小学校を移転して建設するための、基本設計委

託を計上する補正予算の議決」に対する各議員の考えを述べさせていただきます。 

１人３分以内でよろしくお願いします。 

滝口議長 私から個人的な、議長としてではなく、一般個人、議員としての意見を言わさ

せていただきます。先ほど、司会の方からも説明者からもありましたけども、議長とい

うのは賛否に参加することはできません。できませんが、その前の産業建設委員会及び

総務教育民生委員会の常任委員会で、発言は、執行部との発言は許されており、また議

員協議会、全員協議会とありますけども、議会に上がるまでは、だいたい大きく２つの

委員会、協議会があって、否決というのは、まずあまり考えにくいです。なぜなら、そ

こでもう否決になりそうだったら、ストップをかける。で、執行部に、まずいよ、考え

直してくださいよっていうのが中立的な議長の立場でありまして、今回の小学校検討委

員会はありましたけども、正直、議会としての、執行部と議会としての協議はまったく

されてなかったんです。報告は受けてました。で、報告も、どんどんどんどん３月の方

針から変わってって、御宿小学校、津波とか老朽化で危ないとか、そういう説明を受け

てて、布施小学校と御宿中学校、だいたい皆さんわかるとおり、一番財政的にもスムー

ズにいくのが御宿中学校だろうということで、空いてるところにうまくですね、リノベ

して御宿小学校中学校を作るんだとばっかり僕も思ってました。それが、建物ありきに

いつの間にか変わってって、８月頃から中学校の建設をするという。小学校移転を、中

学校に小学校を移転して、今度は中学校は脇に中学校を建てると。12月になったら今度

は御宿中学校はそのまま、御宿小学校の機能として教室が足りないから約 12億かけて東

側に校舎を建てると。あり得ないでしょう町長と僕は正直言いました。で、12月の補正

予算の中に 1,800 万の予算が組み込まれてたので、それは戻してくださいと。じゃない

とほかの補正予算まで崩れてしまって年が越せません。そういうことがあって、何とか

それはもう一度議会の皆さんと協議してやってください。時間もないんで、大体大まか

なところはそこで、ただ単に年明けに否決したんじゃなくて、もう 12 月に差し戻して、

否決になるからもう一度やり直してくださいって言ったのが、何もなく執行部のほうは

また臨時会として出てきた案件で、７名の皆さんの反対。僕も箱物ありきのことには反

対という立場を持ってます。ただ、議会の総意は、２名が賛成、７名が反対という、こ

れは議会の総意なんで、その辺は住民の皆さんにご理解をいただければと思ってます。
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ちょっとすいません、時間過ぎたんで終わりにします。 

田中副議長 それでは、田中です。議会で反対討論をしました。その時のほぼ同じような

原稿を読まさせていただきます。児童により良い教育環境を提供していかなければなら

ないということを念頭に、議員活動はしてまいりました。御宿小学校の校舎更新につい

て、反対するものではないということを初めに申し上げました。町長がこの件について、

施設検討委員会はじめ、保護者等への説明会、アンケートなどにより検討を重ねてきま

したということは、何度も報告として伺っています。しかしながら、説明会等での住民

からの質問等に対しては、検討していきますとの事項が多くあり、それらに関して多少

なりとも問題点を進展させていると、してきていたのかということが見えてきていませ

ん。すぐに解決できるものばかりではないということは十分に理解します。どうせ質問

しても、提案しても何も変わらないだろうと思われていることについては、非常に残念

なことであります。小学校の校舎更新と校舎移転については、議員として十分に議論を

していない、議論が足りなかったという反省の感があります。今回の御宿小学校の校舎

移転については、教育の問題だけではなく、町全体の地域の活性化問題、地域住民の防

災の問題、道路交通の問題等々があり、説明会においても住民から質問が多く出ており

ました。小学校移転後の町をどうして行くのか、跡地をどう考えているのか、青写真が

示されなければ住民の不安は募ります。津波が心配だから移転ということになれば、跡

地問題の検討についても困難が生じるのではないでしょうか。旧岩和田小学校、旧御宿

保育所、旧御宿高校などと同様な状態になっていくのではないか。廃屋の、負の資産が

増えてしまうのではないかということを危惧します。移転を決めてから住民の反対を受

け、方針を覆すことがないよう丁寧な対応を望みたい。決める前に、地域に出向いて説

明をするべきではないかということは、何度か申し上げてきました。布施小学校の統合

問題と同様なことを繰り返すべきではないという思いがあります。基本設計の委託料を

承認すれば、疑問点、問題点が後回しになります。補助金の申請に間に合わないから、

早急な対応をするということに反対ということで、意見を申し上げてきました。以上で

す。 

石井議員 石井です。私は 21ぺージに書かれております反対討論、同じなんですけど、読

まさせていただきます。私は、児童や生徒の特質に合わせた教育環境を整備すべきとい

うことで、反対をいたしました。何よりも小学校は小学校として、中学校は中学校とし

ての児童や生徒の特質に合わせた教育環境を整備すべきと考えます。その上でも町長の

検討方針の３番目の小中連携（一貫）教育は十分に達成できると考えます。町長は、御

宿小学校の更新に対し４つの指針を示されました。１．東日本大震災を教訓に津波災害

に対しより安全であること。安全を考えるならまず検討すべきは、現在の中学校の設計

が立体的で複雑な造りとなっていて、職員の目が届かない空間がたくさんあることです。

小学校の運用には、日々の安心安全が懸念され、児童の生活空間にふさわしくないと考

えます。２．勉学にふさわしい静かな環境であること。静かな教育環境から後退する懸

念があります。ゆとりある中学校に無理やり、小学校を同居させる状況になります。３．

少子化が進む中で小中連携、一貫教育を見据えた方向性について。野沢温泉村では、保

育園、小学校、中学校総称して野沢温泉学園といい、施設や職員体制は別に行っていま
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すが、野沢温泉学園の職員として心１つにし、一貫した保育と教育活動を行っています。

御宿町のこれからの教育のあり方の１つとして参考にすべきと考えます。４．財政状況

を勘案すること。財政状況を勘案するなら、石田町政にあっては、使用されない施設を

増やすことのほうが問題です。岩和田小学校や旧御宿高校の教室棟は廃墟同然で活用さ

れておらず、新たに御宿小学校、布施小学校などが遊休施設となる可能性が大きいから

です。実際 10年前に町所有地等活用検討委員会で一定の方向性が示されたのにもかかわ

らず、有効な活用方法が示されず、これ以外の施設も遊休施設が増え続け、その活用に

莫大な費用が見込まれているからです。以上、町長ご自身が示す４点どれをとっても、

適切さを欠いており、賛成できないことを述べて、反対討論とします。なお、10ページ

に 12月定例会での一般質問で、御宿小の建て替えの方針は立ち止まって精査すべきとい

う立場で、一般質問をしておりますので、併せてお読みいただきたいと思います。あり

がとうございました。 

圡井議員 皆さん、こんにちは。私はですね、前任者と同じように反対の立場で申します

ので、よろしくお願いします。まず１点目としては、この計画を実施しますと、さらに

空き校舎が増え、御宿保育所を含め５校舎になります。町民の財産を未使用のまま放置

することは決して許されるものではありません。２点目として、今後さらに我が町はも

ちろんのこと、近隣市町村も少子化の進展が予想される中、市町村合併又は広域市町村

圏組合を視野に入れた学校経営の在り方を決定する必要があると思います。したがって、

方針決定までは現在の校舎を維持修繕して、使用していくことが賢明だと思います。３

点目としまして、今日、大幅な歳入増が見込めない中、むしろ一層の教育環境、教育内

容の充実に投資すべきで、今は町民の負担を軽減に尽くしていくべきです。最後に、御

宿小学校の建築年数は 50年経過し、町は耐用年数 60年に到達するので、建て替えが必

要であると言っていますが、実は町が委託した令和３年２月、御宿町学校施設個別計画

によると、あと 20 年は対応年数があるという調査結果です。以上の理由により、私は

反対します。以上です。 

北村議員 北村でございます。私も反対の立場で討論をさせていただきました。基本的に

は議会だよりに記載の通りなので、なぞる形でお話をさせていただきたいと思います。

大きく私が反対をさせていただいた理由には３つ理由があります。1つ目はですね、ま

あ田中議員もお話ありましたけれども、この問題、とっても難しくて、まあこの先 50年

のですね、御宿の未来をある部分左右するんじゃないかというぐらいとても大事な議題

だったと思います。私も子育て世代の１人といたしましてもですね、周りの皆さんから

もいろんな意見が出ます。冒頭からこの 10 人ものいろんな意見があるという話をして

まいりましたが、私の身近、今日も子育て仲間、何人も参加してくださってますけれど

も、みんな一人ひとり意見が違う。で、これを．．．． 

参加者 簡潔に、反対意見を言ってください。 

北村議員 あ、はい。ですので、そういった様々な意見に対して町長は答えていないんで

すね。いろんな懸念、ここが心配だ、ここはどうなってるんだ、ここはどうしてくれる

んだというような声がたくさん挙がってるんですが、町長、町執行部は、そういった声

に対して答えていないです。もっと言えば、１つの答え、一定の答えはしてくれていま
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すけれども、それに納得している人たちが非常に少ないというのが、私の肌の実感です。

ですので、もっともっと時間をかけて協議をしなければいけなかった。そのことを私は、

早くから訴え続けてまいりましたが、そういったことは一斉せずにですね、ワークショ

ップを開こう、専門家を交えたシンポジウムを開こう、開いてくださいとお願いをして、

町長は一旦はやると約束をしてくれましたが、結局町長は開かずに、何ヶ月も経ってず

っと待ってましたが、開かずに終わってしまった。これが私の反対理由の 1つです。そ

れから、もう１つは、２つ目ですね、これはそもそもこの町の未来を、将来を左右する

大事な問題ですから、この町をどういう町にしていきたいか、だとしたら、学校はこう

いう場所に、こういう学校を作ろうじゃないかと。みんなそういう思いが、アイデアが

あるんです。そういった議論も全くしないまま来てしまった。これが２つ目。で、すい

ません。時間が過ぎましたので、３つ目。これは、アンケートですね。ああいう形でア

ンケートを取れば、御宿中に多くの声が集まるってことは、みんなわかってました。そ

れは聞こえが良いからです。小中連携、小中合同、お金も安くなる。でも実際にはたく

さんの怪訝の声が挙がったということですので、この３つをもって、私は反対をさせて

いただきました。以上です。 

藤井議員 藤井です。今回の採決で賛成者２人のうちの１人としてこれより、賛成の意見

を述べさせていただきます。令和５年１月に行われました 1,000名に対するアンケート

調査は、回収数は 394 名、回収率は約４割でありました。その結果においては、70%が

御宿中学校を選択しました。私は、これは民意であるというふうに考えます。現在の御

宿小学校よりも、安心安全である高台の御宿中学校を選択、希望した結果であると思い

ます。そして、もっとも重要であるのは、令和５年３月の定例議会の御宿町総合計画の

中で、令和９年３月までに御宿小学校を建て替えるという議案に対し、当時の議員全員

の賛成で可決、承認をされたことであります。このような中、議員と検討委員会が約１

年半にわたり積み重ねてきたものをなぜ今ここで立ち止まってしまうのかと。このまま

学校建設を続けるべきであるという意見が、私の周りには多くあります。もちろん私も

同じ意見であります。保護者の皆さんは老朽化した現在の小学校よりも、安全な新しい

校舎、津波の心配がない高台を望んでいます。教育には積極的に投資をし、そして教育

は止めずに前に進めるべきであるということで、私の賛成の意見といたします。（拍手） 

椎木議員 椎木です。よろしくお願いします。今回賛成の討論をさせていただきましたが、

私の意見としましては、御宿小学校更新事業については、先ほど藤井さんの方からもあ

った話ですが、第５次御宿町総合計画の前期実施計画で重点事業として位置づけ、令和

９年３月までに新校舎に更新するという記述がされております。昨年３月に開催された

定例会においても承認され、これは非常に重要なことではないかと思います。またコン

クリートの耐用年数ですが、御宿町の場合、台風や南風が吹きますと潮が飛んできたり、

砂が飛んできたりして、非常にコンクリート構造物に劣化が懸念されます。コンクリー

トに亀裂が入り、鉄筋が腐食し、剝落の危険が大きくなります。今現在、小学校の複数

の箇所でこういう状況が見られると聞いております。また新年早々、能登半島を中心と

した地震が発生し災害が発生しています。房総半島でもいつ発生するか分かりません。

少しでも早く子供たちを、安心安全な学習環境を整えるべきだと思います。御宿小学校
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校舎更新事業について、町総合計画に基づいて速やかに進めていくべきと賛成討論とし

ます。以上です。（拍手） 

岩瀬議員 こんにちは。岩瀬環樹です。本日は御宿町初の議会説明会にお集まりいただき

ありがとうございます。議題に御宿小学校の更新とありますが、御宿小学校更新に向け

た基本委託料 18,183,000 円についてご説明いたします。この件につきましては、住民

説明会、議員協議会で説明を受け、総務教育民生委員会を傍聴し、直前には石田町長と

２度の面談をし理解を深めました。そして、臨時会当日は９つの質問をさせていただき、

最後に反対討論をしました。これは御宿小学校更新に対して反対したのではなく、その

内容と手続きの過程に問題を感じたからです。内容につきましては、お手元の議会だよ

りに各議員の賛成反対の討論を要約したものが記載されていますが、町ホームページか

ら議会会議録にて質問と回答、討論の全文をご覧いただくことができます。私は１人の

町の代表者として、10月臨時会、11月臨時会、12月定例会。年が明けて１月臨時会、

２月臨時会と、真剣に取り組んできました。その中で反対したのは、反対した議案は２

件。廃棄物処理料金の値上げと御宿小学校更新の基本設計料委託費。そして条件付きで

賛成したのが、海浜海岸除草作業委託の１件です。一つ一つの事柄について真剣に取り

組み、精査した上で回答しております。ご清聴ありがとうございました。 

伊藤議員 皆さん、こんにちは。伊藤城祐と申します。御宿小学校校舎更新について、私

の考えを述べさせていただきます。私の信念は、故郷御宿を良くすることであり、御宿

の子供たちのことを考えると、早く新しい校舎で学ばせたいのはやまやまであって、決

して御宿小学校の更新に反対してるわけではありません。しかし 50 年先を見据えた計

画において、具体的なコンセプトが見えないのが現状です。そして更新までには時間が

あるため、来年布施小学校の子供たちを受け入れる前に、校舎の安全対策をしっかり行

う方が先であり、これからも協議を重ね、子供たちにとって良い方向を目指したいと考

えています。時間早いようですが、これにて反対の意見とさせていただきます。 

塩入議員 塩入でございます。私自身ですね、皆さん今まで討論されたのと同じでですね、

小学校の更新自体に反対しているわけでは全くありません。私の言いたいことはすべて

議会だよりのほうに書いておりますけども、まず 1つ目がですね、町執行部が、最初に

教育施設検討委員会に対して提案したものは、町内の４箇所の中のどこかしらに新しい

学校を作る。その場所を検討してくださいという、ただその場所をどこにするかという

ところだけを検討委員会に対して丸投げの形で行ったわけです。それに対して検討委員

会では、今後この町の教育に関して、どうしたいこうしたいというような議論がほぼさ

れずに、結局決めることがなかなかできなかったので、町民にアンケートを取りましょ

う。そういうような形で乱暴なアンケートをとって、それを根拠として今回町長及び執

行部のほうは、基本設計の予算を議題に上げてきた。そういう経緯があります。そのア

ンケートも、委員会の複数の委員は、こんなアンケートをとっても無駄ですよ、無駄で

すよと言いますか、この結論ありきのアンケートであって、これは民意を完全に反映す

ることができません。そのような意見もありながらも、とりあえずとってみましょう、

というアンケート。じゃあとるんであれば、それは単純に判断材料として使うのでなく

て、そのアンケートを基に改めて検討しましょうということでアンケートをとった。に



12 

もかかわらず、それがまるで根拠、民意を集約したかのような話の持っていき方で、現

場このような形になっている。そういうことに私自身は反対をさせていただいておりま

す。詳しいことは、議会だよりのほうでご参照いただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

参加者 小学校は。御宿中学校に持っていかねってことなんだろ。そういえばいいじゃね

えかよ。何もこんな．．．。 

田中司会者 それでは、．．．。 

参加者 待ってろよ。 

田中司会者 すいません。以上で、全議員からの考えを述べさせていただきました。これ

から情報交換会に移りたいと思います。情報交換会の座長は滝口議長が行いますので、

よろしくお願いいたします。 

 

４．情報交換 

滝口座長 それでは引き続き、情報交換会を行いたいと思います。お話をされたい方、ま

た、ご意見ある方は挙手をお願いいたします。挙手をされた順に私が指名しますので、

お話し下さい。挙手しなくて、意見を述べるのはちょっとお控えください。 

  はい、どうぞ。 

参加者Ａ 新町に住んでいますＡといいます。よろしくお願いします。もう、人生の最終

コーナーを歩きながらですね、私はこの町が、最終コーナーですから、次の世代にどう

するか。我が子は首都圏で働いていますので、我が子が帰ってきたり、もしくは我が孫

が、こういう環境の良いところで御宿に子育てをしに帰ってきたいといったときに、こ

の町はこうやって元気にやってるよと言いたいのが、私の今の考えです。これを前提に

しまして、私は御宿町が今取り組んでいます第５次総合計画において、令和９年までに

新しく御宿小学校を更新する。安心しておりました。また御宿広報等によっても更新す

る流れで動いていると思いました。なぜなら、今度の町議会議員選挙において、町長の

やり方がおかしいとか、今までの検討委員会のあり方がおかしいとか、そういう議論は

一言も私にはですよ、なさってるところもあろうかと思います。私には耳に聞こえてき

ませんでした。新しく選ばれた議員の皆さんが、10月 11月 12月に、滝口議長さんがお

っしゃったように、不備な予算を退けて違う予算を通して、不備な予算は臨時補正予算

として提案する、その時に政治活動として、町民の意見を一つも聞かずに、そして議会

では反対反対反対って言って、私が知っている限りの、このコンクリートの対応年数の

話が出ましたが、コンクリートのことを研究してなさったらいいと思う。何も触ってい

ない所が、コンクリート 60年持つわけがない。横浜の三井物産のビルが 1911年に建っ

たものが今も残っています。見に行ってください。関東大震災潜り抜けたんですね。1911

年に建った建物が、もう 1927 年に改修してるんです。事実です。改修しながらこう、

長寿命化というのは改修しながらもっていかせることをいうんですね。今の状態の反対

議員の中もちゃんと御宿小学校の屋上のコンクリが剥離している。中性化が起こってい

るわけですよ。鉄筋がもつわけない、爆裂したらもう終わりです。そういうところに、

我が孫のまた孫を、子どもを勉強させるために帰って来いと言えるか。早く移転、更新
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する。更新に反対の方々は少ないようですので、ぜひ反対の方々は、令和９年の３月ま

でに更新しますといった議会の議決をどのようにお考えなのか。ロードマップ、これか

ら先の、いやいや今、まだ間に合うんだよ、この３か月できちんと議論して、町長の姿

勢、町の姿勢を変更させるから、この反対はあなたたちも理解しなさいというのなら受

け入れますので、どうぞその辺のお話をしていただければと思います。どうも失礼しま

した。（拍手） 

滝口座長 では、圡井議員が答えますんで。 

圡井議員 先ほども申した通り、御宿町はこの校舎建て替えとはうんぬんの話で、事前に

委託業者に建物の健全性につきまして、このように結果が令和３年２月に出てます。そ

の中で、コンクリートの強度とアルカリ度、これを判定しまして、実は強度は十分あり、

またアルカリ度もですね、まだ進行していないという結果がございまして、あの校舎は

見た目は悪いけども、構造物としての強度は保たれてるんだという調査結果であるわけ

なんです。ですから、今後はどういう扱いにするかは別として、少なくともここを使っ

ていくのは、また補修していかなきゃいけないんじゃないかなと。そんなような計画が

ここに書かれてますので、あの第三者が作った委託物ですから、ここを私も信用してお

ります。ましてや、この件につきまして本当に専門の大学の名誉教授のほうに、はっき

りと御宿に来た時に確認しております。ということで、私は一層まだこの建物が 20 年

以上利用することができるんだということを確信したわけです。すいません。 

滝口座長 ほかに。 

補足させていただきます。今のご意見ですけども、圡井議員と私は全く同じ考えのも

と、建築家の方にも確認しましたけれども、耐用年数 60年という鉄筋コンクリートの 

 は、国の会計予算年度の役所が示す指針であって、建築上ではまったく耐震、御

宿小学校では耐震もしてますし、トイレもリノベーションしてます。まして、一番私が

疑問に思うのが、あと移転、小学校移転するにしても建てるにしても、あと２年間は布

施小学校の子を来年４月に呼んで、合併して、少なくても２年間は御宿小学校を使わな

くてはいけないんです。その予算が組み込まれてない。それは問題じゃないんでしょう

か。皆さんに逆にお聞きしたいんですけど、２年間は御宿小学校を使わなくてはいけな

いことになっているんです。確かに傷んでるところあるんですけども、リノベする予算

が今回の当初予算に出てくるかわからないんですけれども、危ない危ないは分るんです

けど、今でも使ってます。まして、２年間は少なくても使わなくてはいけない。でなけ

れば、布施小学校の子をこっちに寄こすようなことは、僕はできないと思うんです。そ

の辺がまったく抜けていて、移転するにしても、跡地利用が全く示されてない。廃墟化

して御宿のど真ん中、伊藤鬼一郎先生が五倫黌の精神でですね、僕も御宿小学校ＯＢで

す。御宿小学校ＯＢの方いっぱいいらっしゃいます。年配の方をはじめ。あそこはやっ

ぱり聖地なんです。で、それを時が来たら移転しなきゃいけないふうになるかもしれな

いけど、当面は使わなきゃいけないという議論が全くそこも抜けちゃってて、壊すこと

もできない、跡地利用することもできない。それは先ほど田中議員が言ったように、岩

和田小学校然り、布施小学校、今度空きますよね、布施小学校然り、御宿高校の後ろの

教室棟。御宿高校は 52年で、今中央国際学園に貸してます。２億ぐらいかけてリノベし
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て立派な校舎に蘇らせてくれました。後ろの教室は何かっていうと、廃墟化してます。

町が持ってる施設になってます。そこもどうするのか。そういうことも踏まえて考えて

いけないと、我々は思ってます。その辺、ご了承いただければと思います。 

滝口座長 次にご質問のある方。 

参加者Ｂ 冒頭ですね、石井議員から議会の議決は町の意思を決定すると。その通りだと

思うんですよね。ですけども、その決定が町民の受け入れる決定かどうか、ここが大事

なんですよ。ね。今回御宿小学校の移転計画について議会は反対しましたよね。移転計

画というか御宿中学校に移すことについて否決しましたよね。そうじゃないですか。そ

ういう大事な決定だったんじゃないですか。私が言ってること間違ってますか。それで

ね．．．。 

滝口座長 否決はしました。最高の決定機関で否決したんで、それは我々も、執行部も今

後どうするかを話し合わなければいけない。 

参加者Ｂ 否決したってことは、町の意思を決定したってことでしょ。否決の決定をした

ってことでしょ。 

滝口座長 そうです。 

参加者Ｂ これは大変御宿町民にとっては大きな問題ですよ。というのは、今 60年の問題

がありましたけれども、１日も早く御宿小学校が情勢とか安心安全で過ごせる場所を見

つけてあげなきゃいけないということで、更新をしていこうってことなんですけども、

それができないじゃないですか。それでね、皆さんは反対討論を簡単にされましたけれ

ども、討論の中身を聞いていますと、学校をどこに移設したらいいかっていう話よりも、

その手続きについてだとか、アンケート結果がこうだったからだとか、ちょっとかけ離

れたことを言ってんじゃないかと。ね。もっと基本的なところが詰められてないんじゃ

ないでしょうか。私、言ってることわかりませんか。 

滝口座長 石井議員に答えてもらいます。 

石井議員 私の 12月の一般質問のほうにそういうところが書いてあるんですけれども、先

ほど圡井議員が説明しました、これが令和３年２月に作られました学校施設個別施設計

画と申しまして、耐用年数がどうなってるのか含めて、詳細に検討したものなんですね。

で、この書類ですね、実は総務教育民生委員会で請求して初めて出されてきたんです。

ですから、検討委員会でこの書類は出されてないんです、まず。出されてなかったんで

す。ですから、議員の皆さんいろいろおっしゃってまして、いくつもあるんですが、一

つ伊藤議員が令和７年ですね、今議長もお話しされてましたけど、令和７年に布施小学

校の子どもたちが来ると。なんとか安心した学校にしたいんだというお話をされました

よね。私も全く同感なんです。で、私も学校見に行きました。屋根も爆裂してました。

もう一つは雨水排水管なんですね。もうぼろぼろになってました。一番ひどいのはね。

ですから、この間の１月１日の大震災はいつ起こるかわかりませんよね。こういう状況

の中で、あの学校でいいのかと。ですから、まず、御宿小学校を安全な学校にするって

のが私は第一優先課題だと思っています。それはそんなに時間かかんないと思うんです

よね。で、私たち委員会として見に行きまして、議長、副議長連名でですね、この学校

を早く直すべきではないかと、緊急に直すべきではないかという意見書ですね、要望書



15 

を町長に出しました。実際懇談して具体的な中身もお話ししました。しかし、口頭で、

一番大事なところは令和６年４月１日以降、３月議会に多分提案されるんであろうと思

いますけども、報告ありません。どのようにするのかも含めて。それが大事なんじゃな

いですか、まず最初に。もしくは、同時並行に進めるべきだと思いますよ、少なくとも。

と思います。そういう状況なんです。ですから、まだまだたくさんお話をしたいことは

あるんですけど、時間の関係でこれで終わりにしたいと思います。 

参加者Ｂ 要するに皆さんの．．．。 

滝口座長 挙手してください。 

参加者Ｂ 皆さんの議決はですね、御宿中学校に移設しようとする行政の提案を否決した

ってことなんですよね。 

滝口座長 そうです。 

参加者Ｂ そうですよね。そのために、そのことでいろいろ理由を言われたと。だけど、

その理由は手続き的なことだとか、跡地が見つからないのにやるのはおかしいとか、何

か反対のための反対しか聞こえないし．．．。 

滝口座長 そういうことではないんで。それじゃないです。それは僕らに言うんでなくて、

執行責任者町長におっしゃっていただきたい。 

参加者Ｂ そうじゃないですよ。だって反対したのは議員の皆さんなんですから。 

滝口座長 反対が何か悪みたいなこと言いますけど、我々はそれぞれ一人ずつ信念をもっ

てやってて、別に町長が憎らしいとか嫌いだから反対してるわけじゃないです。 

参加者Ｂ 私もそういうことを言ってるわけじゃありません。町民の議決、町民といいま

すか議会の議決っていうのは大事です、町の決定ですっていうから。その決定は誤って

ませんかっていうことを言いたいわけですよ。 

滝口座長 そうしたら議会いらないじゃないですか。 

参加者Ｂ そういうことではないですよ。 

（そういうことですよね。町民が選んだ議員ですもの） 

滝口座長 よろしいですか。どうぞ。 

参加者Ｃ ええとですね、私の知人に埼玉県で教育長をやったものがおりまして、そいつ

から言われたんですけど、俺は教育長をやって２つ失敗したことがあると。で、１つは

ですね、学校のことなんですね。で、学校のことを考えるときに、学校の関係者ばっか

りでやってしまったと、教育長ですから。これが大失敗したと。もう１点が、学校の校

舎を含めてですね、教育というのを効率で考えてしまったと。効率がいいか悪いかとい

うことで考えてしまったと。この２点が教育長をやったもので大失敗したと言ってまし

た。これはどういうことかといいますとですね、今回検討委員会のメンバーのメンツを

見ますと、これは町長が出したものを読むんですけど、議会の方、教育委員会、小学校

中学校各保護者代表、御宿認定こども園保護者代表など１２名からと。ということは、

あそこの小学校の周りの住民の方誰も入ってないんですね。で、これ私岩和田小学校の

ＰＴＡの会長をやりました。岩和田小どうなったかというと、子どもの声が聞こえなく

なる、学校の放送が聞こえなくなる、寂しくなっちゃうんですね。これをやはり私の知

人の教育長が言ったことはそこだったんですね。教育は学校だけで考えてはだめだよと。
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その周りのこと、地域がダメになる原因になるぞと、いうことが、教育長をやったもの

が失敗だったということを言ってました。これで考えていただきたいと。先ほども意見

で出てましたけども、周りの地域のことを考えてもらうと。学校は学校だけじゃなくて、

まさしく公共施設ですから、御宿町全体をどういうふうにするんだという中で、御中に

するのか、小学校にするのか、その議論はともかく、そこが欠けてるんじゃないかとい

うことが１点です。もう１点がですね、よく出る話なんですけども、安全安心て言葉が

あるんですね。この安全安心というのはですね、実は思考停止させる効果があるんです

よ。安全安心というと議論が進まなくなっちゃうんです。これが一番安全安心て言葉が

持っている危険性なんですね。で、これでいうと、津波のことが出ますけれども、津波

もですね、今のハザードマップ。あれは平成 25年３月ですね。東日本大震災後に御宿町

が改定したものを見てもですね、あそこの小学校のとこまでは４ｍか５ｍですね。で、

子どもだけ安全にして、周りの人どうすんのと。どうすんだと。藤井さんのところはど

うすんだという感じになっちゃうんですね。そこは子ども安全安心ばっかり言うのは、

それは大間違いだということ。それからですね、じゃ御宿どのくらい来るのかというの

がですね、産業総合研究所、これは千葉県沖の地震のシミュレーションをやってます。

で、結果ではですね、８名やってるんですけども、もうバラバラ。そのうちの一人の宍

倉という人がいますけど、これは大多喜町の出身の方です。よくテレビなんかで出てま

すけども、専門家ですね。要するにバラバラなんですね。で、もう１つ出てるのが、千

葉県で出てる防災誌というのがありまして、そこに元禄津波ということ、千葉県で出し

たのがあります。あれで見ると、県内で最大のところで 10ｍ。最大です、これが。で、

今児童館があるすぐ千人塚がありますけれども、あそこは 12、3ｍありますか。あそこま

で津波が来なかったということははっきりしてます。それから、もう１つは津波でいい

ますと、今回の東方沖もそうですけども、隆起したり沈降したり両方起きますよと。あ

れ鯛の浦あたりからずーと長狭街道近辺まで沈降してると。これは県の防災誌に出てる

話です。ですから、何が言いたいかというと、あまり安全安心ばっかりにとらわれるな

と。私の女房が福島ですので、東日本の後行ったときにですね、東北何度も津波が来て

ると。聞いたらですね、東北の人達は馬鹿じゃないと。津波来るの知ってるよと、あっ

たこと知ってると。そこといかに折り合って生活していくかだと、それでやってきたん

だと、そういうことを言ってましたんで、そういうことを含めて、場所の選定などを考

えていただけたらと。以上です。 

滝口座長 ありがとうございます。誰か、議員のほうで。 

石井議員 今の、ご意見いただきましたけども、実は石巻市ではですね、御宿小学校と同

レベルで学校経営、実はしております。ただ、それをするためには地域の皆さん、今お

話出ましたけれども、決意が必要じゃないかなというふうに思います。ちなみにこの御

宿小学校のところに、防災施設としての役割についての検討というのは、今回検討委員

会ではされていないということだそうです。それから、実は御宿中学校なんですけれど

も、御宿中学校の避難想定は浅間山なんですね。私質問しましたところ、耐震性ですね、

地震に対する問題。それから大雨、降雪時などについての安全性については確認されて

るかって質問しましたら、確認はしていないと。だから、絶対安全でないと、危険とは
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いえないんですけれども、安全ではないということもわかっております。そんなことも

含めまして、きちんとさまざまな観点から整理検討された内容であれば、多分異論は出

なかったというふうに思うんですけども、さまざまな課題について、そのまま残したま

ま進むということについて、多くの議員が、いろんな立場から疑義が出たというのが実

態ではないかなというふうに思います。 

参加者Ｄ 新町のＤと申します。まず一番大事に考えなくちゃいけないのは、子供たちの

本当に命だと思います。福島原発ですか、あれも学者が７ｍだったら大丈夫ですよと、

７ｍの津波だったら大丈夫ですよと言いましたよね。ところが実際来たのが 14ｍとか 15

ｍ。そして、大川小学校の時も海岸から約４キロですか、離れた高台にあると。そして

その前に防波堤というかコンクリートで作ったものがあると。それで大丈夫だよと、こ

こは津波が来ないよとみんな考えていました。その学者が言ってました。学者が言って

いるっていうのは、今バラバラって言ってましたけど、まさにそうだと思うんです。学

者によってみんなバラバラです。だから、私たちは学者が言ったことをそのまま信じち

ゃいけないなあと、この時点で。じゃあ御宿どうしたらいいのかっていったら、御宿で

一番危険なのは今、最近なんか布施小と御中と御小、今３点に絞られたと話聞きました

けど、一番危険なのは御小だと思うんですよ。すぐ川が、清水川が流れてます。そして、

先ほど元禄の地震の話がありましたけど、元禄地震の津波で夷隅風土記なんかでいうと、

浅間様の麓にまで来たと、いうことで麓に千人塚の今碑が建ってますよね。千人塚のお

墓の所に。あれは元々は多分浅間様の下にあったと思うんですよ。だからそこまでは、

津波は来るというふうに私たちは考えていいんじゃないかと思うんです。私たちの先輩

は、ここまでは津波は来ますよと。だから、あそこに最初は碑を建てたと思うんです。

ところが何かの理由でこっちへ移したと。あれは本当は移しちゃいけないものじゃない

のかなあと思います。そして、御小の近くは、御宿町久保字海老塚ですか、という地名

も残ってます。これは多分津波で海老が大量にね、そこまで来たんだという、多分地名

の教えだと思うんです。それを無視して私たちは一番危険なところに、御小の所に校舎

をまた作るっていうのは非常に危険だと思います。ましてや老朽化してます。地震で倒

れるっていう保証は全然あっ、倒れないっていう保証は全然ないです。地震で倒れて、

子ども達の命っていうのは難しいなと。ましてや今度はね、御中まで行ったら大丈夫か

というと、これも難しいなと。じゃあ一番どこが安心なのかっていったら、私は布施小

だと思うんですよね、布施小だったら。今私たちが考えなくちゃいけないのは、早くど

こを建てるか決定することだと思うんです。その教育の指針とかね、こんな方向を目指

しましょうとか、町の方向を目指しましょうというのは、その後に検討してもらいたい

と思います。とにかく１日も早く場所を決定して、その安全な所、安全な所っていった

ら、心配しなくていいのは布施だと思うんです。私も実は学校関係で勤めてたことある

んですけど、先生方が一番心配するのが子ども達の安全です。命です。勉強も大事です

けれど、一番それを心配してます。だから、避難訓練とかね、これから多分御小とか御

中もね、絶対避難訓練はしなくちゃいけないと思います。避難訓練もただ形式的にやれ

ばいいかというと、絶対そうではないんです。子ども達が外に行った場合はどうするの

かとかね。理科室にいた場合はどう対応するとか。いろんなことを考えなくちゃいけな
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い。その時に責任者である校長とかね、管理職は本当に心労だと思います。そして教育

委員、それを司っている教育委員会も、ものすごく心労だと思います。町長さんも。と

にかく責任者の立場になったら一番安全なとこ。ぜひもし検討するんだったら、これか

ら検討する余地があるんだったら一番安全な所という、そこを第一に考えてもらって、

町のこれからの進む方向とか学校の方向というのは、その後に考えていただきたいなあ

と。それで間に合うと思います。以上です。 

滝口座長 ありがとうございます。布施地区の、検討委員会に入ってた北村議員に一言答

えてもらいます。 

北村議員 ありがとうございます。私も子供が布施小に通っていることもありますし、あ

るいは、そもそも東京から移住してきて、当初は御宿小学校の学区内に、新町に住んで

おりましたが、より私の子育て環境として、私の個人的な志向としてですね、布施小の

ようなところで子育てがしたいという思いで、町内で実谷に引っ越しをして、子育てを

してということが私にとっては前提があるんですが、私もいろいろ個人的な志向を抜い

てでもですね、今参加者Ｄさんおっしゃった私は同じ考えでおります。1つには、これか

らこの町をどうしたらいいかということを、私は議論したいということを先ほど申し上

げましたが、子どもが、皆さんご存知の通りで本当に減っています。そしてこの減った

まま時代だからしょうがない、人口推計でこうなってそのとおりになるんだからしょう

がないというふうに、町執行部はいろんな場面でそう考えてるような考えを示しており

ますが、私は諦めていません。御宿町を私は諦めていないんです。御宿町は子育てに本

当に良い場所で、私はそのために人生をかけて全て仕事も投げ打って御宿に越してきて、

そして子育てを今しています。そしてまだまだその良さが、もっと磨きをかければこの

町はたくさんの子供たちの声で溢れる町になると、そう信じてるんですね。で、そうい

った意味も含めて、先生のおっしゃられた安全性の面、それからこの町をこれから子供

たちの声で溢れる町に変えていくには、一番いいのは私は布施小の場所がいいかなぁと

いうふうに思ってます。ただそれはあくまで私、ああいう環境が好きだというだけであ

って、もう一つにはやっぱり御宿台というも声も多く聞きます。やはり高台で、そして

海にも山にもほど近いというか、そういう所にも町からの提案では、御宿台お金がかか

るから、もうそもそも検討に入ってないよという形でスタートしましたけれども、私は

十分にまだまだ検討の余地があると思います。それは土地の買収交渉もですね、してな

いんですね。あの、一般論で御宿台購入したらいくらですか。かなりの金額だったと思

います。それでもう、その時点で諦めてしまった。でもそれはあくまで定価であってで

すね、この町のこれから、こういう町づくりをしたい、御宿台に学校を、新しい小学校

を作って、しかも、日本全国に名を馳せるような特色のある素晴らしい学校を作ればで

すね、そこにはたくさんの子どもが溢れ、御宿台中心にですね、新しい御宿町が生まれ

変わり始めると、こういうビジョンだって十分に描けると。私は当初からそれを訴えて

きました。ですので、ビジョン、コンセプト、こういうことを話しあいながら、新しい

学校、みんなで知恵を集めながら、考えていこうよということを、この最後の議決の時

に言ったわけじゃないです。検討の最初から言い続けてきたんですが、なかなかそうい

う議論をしていただけなかったということで、私もそこを説得できなかったということ
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で、力不足を感じておりますけれども、やっぱり先生おっしゃられたとおり、子ども達

のこれから、この町のこれからを考えれば、簡単に、はいそうですかということで、ゴ

ーサインは出せなかったというふうに思っています。以上です。 

滝口座長 次、どうぞ。 

参加者Ｅ 布施に住んでますＥと申します。私自身、子供が３人いて、１番上が年少さん

で、次布施小に行く予定なんですけど、布施小がなくなるということで、御宿小学校に

通わせる当事者になります。伊藤さんや石井さんの言うように、御宿小学校の整備をま

ず第一に考えなきゃいけないんじゃないかってそういうのも言っていただけて、とても

うれしいなと思っておりますし、私は御宿中学校に小学校を建てるっていうことに対し

ては反対というか、今まだ懸念があるなという状態で、もしこの懸念が払拭されれば、

子ども達も少なくなってるし、これでいいのかなとも思うんですけれども、送り迎えの

時に今でさえあの雨の日ですね、渋滞するのに、これから小学生が増えたら、道どうな

っちゃうんだろうとか、ハザードマップ、先ほど石井さんもおっしゃってましたけど、

浅間様、ハザードマップじゃない土砂崩れとかそういう懸念がありますがどうですかっ

ていうのを、町長や教育長さんのほうになげましたところ、まだ検討中というお話をい

ただいたり、それを聞いて、よし安心してここに通わせようって思う親がどれだけいる

のかなっていう。そういうところをアンケートでは、そういうところは明確に書かれて

おらず、多分明確に書いてあっても、みんながみんな読むわけではないと思うんですけ

れども。なので、あのアンケート結果を基に、70％はい、もらえましたということで進

めようっていうのは、やはりちょっと乱暴だなというか、あと、民意がちゃんと反映さ

れてないんじゃないかなと思うようなところが多々あります。これから子ども達が少な

いということで、１学年１クラスでいいじゃないかというお話があったんですけれども、

それ子ども増やす気は全くないのかなと思って、私としてはこれから子ども達移住促進、

移住定住促進とかいろいろ言ってらっしゃったり、子育て世代に優しい政策をとか言っ

てらっしゃいますけれどもって町長に、これから子ども達を増やしたり移住者を増やす

っていうのは考えてますかっていうのを投げかけましたところ、子供たちを増やすって

いうのは無理だろうということをいただきました、はっきり。いただきましたので、あ

っ、ちょっと残念だなぁと。移住定住促進とか子ども達に優しくとか言ってて、子ども

達が増えるのはないから、１クラスで良いよねっていう感じであそこにギュッと建てら

れるのは、親としてもやっぱり心配だなぁと。道の心配もあるし、ハザードマップの心

配もあるし、教育環境の心配ももちろんございます。で、１クラスっていうだけでなく

て、中高一貫っていうのはあり得るらしいですけど、小中一貫ってとても難しいってい

うのを聞いたんですね。中高だと、13 歳から 18 歳までになるんですけど、小学校って

６歳から 15歳まで、校舎の中で過ごして一緒に過ごすっていうことがどれだけ大変なこ

とか。15 歳の子が、６歳の子と同じ環境で学習していくことが適切なんだろうか。で、

それに関して、ちゃんとした有識者であったりとか、そういうのに詳しい方をまず配置

するっていうのではなくて、小中一貫っていいじゃないっていう感じでそのまま進んで

るというような印象を受けたんですね。その中身が全くどういうものかっていうのがわ

かってないのかなぁっていうのと、実際当事者の私たちからすると、ちょっと難しいん



20 

じゃないかなって思うような、あの、素敵な中学校の中庭に遊具を建てましょうみたい

な。中庭に遊具があったら、そこの遊具で遊ぶ子ども達も狭いし、素敵な中庭がなくな

る中学生たちも寂しい思いをするだろうし、素人目でしか意見を出せないんですけれど

も、まず有識者を入れるべきなんじゃないかなぁっていうのも思います。（拍手）はい。

あの、町の皆さんの反対意見とかを聞いて、まさにその通りだと思うところがたくさん

あるので、逆に賛成意見の方は、こういうのを踏まえた上で、これを上回るメリットが

あるのか。こういうところが素敵だよって思って私たちの懸念が払しょくされるのかど

うかって、そういうご意見もちょっと伺いたいと思いました。ありがとうございます。 

滝口座長 では、賛成の２人のどちらか、今の質問に対して意見がありましたら答えてく

れますか。 

藤井議員 あの、賛成の１人です。で、今おっしゃることは、なぜ賛成したかというよう

なことでよろしいですか。私は細かいことを言ったらきりがないですよってところで、

大筋は賛成ですというところで、いろいろ意見があるのは承知してます。ただ、それは

これからでも十分議論できるでしょ、今日これで言ったらこれで最後ですってわけじゃ

ないと思ってますね。だから、そういう意味ではいろいろ今後みんないろんなことで協

議をしながらどんどん進めていけばいいと、いうような解釈で賛成です。 

滝口座長 どうぞ。 

参加者Ｆ 御宿台のＦといいますけれども。どうもご苦労様でございます。今ここでです

ね、第１回目の議会報告会ってのが開かれました。私はですね、今からもう 10年近く前

になりますけれども、堀川議員をですね、推しまして町会議員に出ていただきました。

そしてその時からですね、８年間堀川議員はですね、最初から議会条例を設けるべきだ

といって活躍されました。ところが当時の古くからおられる町会議員がですね、今まで

これでやってきたんだからこれでいっぺよ、と。あんもそんなもんつくることねーじゃ

ねーか、ってこういう意見だったんですね。ですけれども、野球でもゴルフでもサッカ

ーでもそうですけども、一つの組織が動くのにはルールがなければ動かないんですよね。

ですから、議会のルールである議会条例を決めることになんで反対するんだってことは

実に不思議で仕方なかったんです。それから、堀川議員が情熱を傾けまして、８年間、

80 歳から 88 になるまで、このことに非常に力を入れてですね、それがやっと実を結ん

で今回初めてこの議会報告会ってのが開かれたわけなんです。それで、当時はですね、

議会条例がなかったのは、この町だけだったんです。ですから、議会っていうものがル

ールがなくて行なわれてたんですよね。で、長老の意見だけが聞かれて、そしてそれで

もってやられてきたもんですから、もういつでも質問はたくさんするけれども、最後に

は必ず反対するっていう議員さんもおられました。そして、最後の議会、ここでもって

ですね、時の圡井議長がですね、最後の一票を投じて、そして今日の議会のこの報告会

が開かれたんですよ。町民ていうのはこの姿を望んでるんです。それをですね、これを

これまでやってきたんだからいっぺやと。そして最後の議会でですね、なんと時の議員

がですね、堀川議員をお説教してるんですよ。年上の議員を押さえてですね。そんなこ

とでもっていいんだろうかと。全然これは今日こういう報告会が開かれたってことは非

常に議員さんにとっても、我々にとってもいいことだと思います。そして、最初は定員
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50 名とかってことだったんですよね。この 50 名の参加でもって、町の意見がどうこう

ってことがわかるってことはあり得ないと思いましてですね、急遽皆さんがよく理解さ

れて、定員 100 名に増やしたって。本当なら定員なんてものはやらないほうがいいわけ

ですよね。まあそういうことが前段なんですが。今回のこの学校の立地条件について私

の意見ですけれども、１つお聞きしたいのは、１番の主眼は津波対策でしょうか。それ

とも古くなったからってことでしょうか。これは議員さんにお聞きしたいんですけれど

も。どっちが主なんでしょうか。津波対策でしょうか。よし、わかりました。もし津波

対策であるならですね、．．． 

滝口座長 すいません。あの、それはですね、先ほども言ってるとおり我々執行権がない

んですよ。それは町のそういう説明会とかを開いて、20 人とか 30 人位しか集まんなく

て、それもちょっとズッコケた話みたいなのがありますけれども、今の話は、執行部が

我々に提案してきて、我々がどうでしょうっていうことなんで、我々が津波です、どう

のこうのっていうのは、ちょっと今の今日では言えないですね。 

（この中に議員が入っているんじゃないの。） 

滝口座長 何がですか。 

（議員がその中に。） 

滝口座長 議員との協議は、全くないです。 

（議員が入ってないんだね。） 

滝口座長 議員は検討委員会には入ってた議員もいますね。今参加者Ｆさんのほうの話．．． 

参加者Ｆ ちょっと私が発言中ですから、許可を得てから発言してもらったほうがいいと

思いますけども。それでですね、私は考えるんですけれども、津波対策ってことはです

ね、多分一番大事なことなんだろうと思うんですよね。人命を救助するっていうか、生

徒さんたちを安全にやってきたということで。それでですね、これは私の私案なんです

けどもね、もしそういうことであるならばですね、今のここの公民館、まして学校の建

っているところに４階建ての鉄筋の校舎を作って、そこに移すということを考えてみて

もいいんじゃないかと思います。で、今のですね、日本のですね、一番高いのは土地な

んですよ。で、一番安いのは鉄なんですよ。ですから、ご存じのとおり六本木とか何と

かっていうところに何十回建てってものができてますよね。それからスカイツリーもで

きてますよね。もし鉄が錆びるからどうでこうでっていうんだったら、スカイツリーは

できないことになるんです。だけれども、今鉄の技術が進んでましてね、錆ってことに

対してはですね、もう万全の対策をとれるんです。ですからスカイツリーができるわけ

なんですよ。そしたらですね、ここに例えば４階建てを作って、一番やっちゃいけない

ことは１階に人が入る事です。１階はですね、橋の橋脚と同じように建ってるだけの橋

の脚にするんです。そこのところを駐車場に使うなりなんなりしてですね、２階から３

階までを校舎になんなり使うんです。４階はですね、空間にしちゃうんです。そこでも

って室内競技をやるとか、柔道をやるとか、そして、万一津波が来た時には、町の人た

ちがそこへ逃げてくるようにするわけです、避難場所に。今この町の中でもって逃げら

れる場所はありますか。マンションに逃げるとかなんとかいったって、ああいうところ

はですね、津波が来た時に、押し寄せてくるよりも引くときが怖いんです。ですから、
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引くときにですね、橋の橋脚みたいな建物ならば、やられることは少なくなるわけです。

ですから、大水が来ても橋脚は残りますよね。欄干がいっちゃうんですよ。そういうこ

とを考えますとですね、僕は議員さんたちにお願いしたいんですけどもね、町長がこう

いったからそれは反対だ、これは何だというよりも、代替案を出すってことを考えたら

どうだろうなと。代替案のない提案というのは反対だけなんです。そういうことにです

ね、ぜひ留意されてですね、これからの町の頼みも、ぜひ進歩的な考え方を出していた

だいて、そしてこの町をですね、私昨日つるし雛見てきました。大勢の人が来てますね。

それで、伊豆半島の河津桜ってとこがありますけれども、あそこは河津桜と併設してで

すね、こっちでもってつるし雛祭りもやってるんですよね。それと同じように勝浦がや

ってる。そうすると御宿もつるし雛もやろうじゃないか。それを盛り上げていくと。以

前、北村議員さん、勝浦のつるし雛の会場で、ビッグひな祭りの会場でたった一人で御

宿でもやってますよって言ってＰＲしてた姿を私覚えている。みんなでもってそういう

ふうにして、住み良い御宿にしてくって、そういう議会活動をぜひやっていただきたい

と思います。よろしくお願いします。 

滝口座長 ありがとうございます。 

田中副議長 ありがとうございます。今の参加者Ｆさんのお答えになるかどうかわからな

いんですが、小学校の校舎移転については先ほども申し上げましたように、教育の問題

だけではなくて、やはり町全体の住民の防災の問題もあると思うんですね。例えばこの

話はちょっと町長とお話ししたことがあったんですけど、現在の御宿小学校の体育館の

ところにちょっと高いところありますよね。一段高くなってるんです、体育館の周り。

底もちょっと地上げして、高い高層、例えば３階、４階建てにして、１階については駐

車場にするとか、何か別の防災関係のものに使ったり、あと２階、３階、４階ですか、

それについては地域の人、もし災害が起きたときには地域の人たちが、そこに避難でき

るような場所もできるんじゃないかっていうことも、正式の場ではなかったんですが、

お話ししたこともあります。そういったことも含めて移転については、やっぱり地域の

活性化もありますし、津波が心配であれば、当然今の小学校の周りの住民の方たちの防

災、そういった人たちのことも考えなければいけないと思うんですね。そういったこと

を含めて、中学校に行くとか御宿小学校そのままとかっていう前に、そういうことを地

域の住民の方たちと、話し合いをすべきじゃないかなということは申し上げました。以

上です。 

参加者Ｇ 須賀のＧです。私は、単刀直入に皆さんにご相談を兼ねた意見を述べさしても

らいたいと思います。先ほど参加者Ｂさんがおっしゃった、皆さんが定員削減された中

で、御宿町の住人から信託されて代表になられたですね。それでお聞きしたいんですけ

ど、後ろの議員２名様も同時にお願いしたいんですけど、皆さんは小学校の生徒のこと

を考えて考え、今反対意見に聞こえるような結論出されたんですか。挙手してください。

子どもさんを大事に考えた上での反対意見に聞こえるんです。子どもさんが嫌いなの。

ただ意見が、町のほうからの意見に対して反発して反対意見をされたんですか。子ども

さんを考えた上での反対意見か、挙手してください。子どもさんを考えて。私、強制し

てるんじゃないんだけど。 
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滝口座長 すいません。皆さんね、子どものこととか、町のことを思って．．． 

参加者Ｇ じゃあ、私の意見として、皆さんは反対じゃないんだけ、いえ、反対じゃない

んだけど私も賛成の意見はあるんだけども反対した。反対多数で結論が出てしまったっ

ていうことです。したらね、町が考えて、あなたたちに提示したことが気に入らなかっ

たわけよね、結論的に。で、こういう書類があるんだ、証拠があるんだ、こういう書類

を出されたんだ、という。どういうんですかね。盾にとって。で、私はこの意見には反

対だ、絶対反対だと聞こえてしまうんですね。だから、頭脳明晰な皆さん、町民に選ば

れた全部で８人の方、９人。意見を出し合って、町が言ってることに対して是か非か、

それを検討して掛け合い、町とこうしたらどうなの、この意見に対しては私らは反対だ

けど、こうしたらどうです、私らの考えも一応受け入れてくれ。話し合いの、何か誰か

言ったね、話し合いしたいとか言って。そういう場を設けるっていう気持ちがないわけ。 

滝口座長 そういう気持ちはさらさらあるんですけど、それは執行部のほうに今度ご質問

してください。我々個人的にはみんなそれぞれ考えを町長には伝えてます。伝えてるん

ですけど、こういう結果になるのはじゃあどういうことなんでしょうかねってことを、

ちょっと考えていただきたい。 

参加者Ｇ 伝えてるっていうことが、私らにはね、全然こう伝わってこないんだよ。だか

ら、なにもかも議会で反対、賛成、反対です、結論が出ました。じゃあ、多数ですから

もうこれは絶対この話は反対としか受け取れないの。 

滝口座長 これは．．． 

参加者Ｇ 町から相談があってもこれはダメですよ．．． 

滝口座長 反対したからだめじゃなくて、反対したから執行部が、じゃどうしましょうか

っていう協議を。はい。 

参加者Ｇ 協議してどうなんのよ。 

滝口座長 協議をしなきゃいけないんですよ。しなきゃいけないのはこちらから言う話で

はないんですよ。 

参加者Ｇ だから、お願いとしてまだ決定した事業、事項でないし、皆さんが再考して、

いい頭皆さん持ってるんだから、話し合って、こういうお話もあるんだけどって、町の

執行部に持っていったらどう。歩み寄るっていう気持ちがないの。（拍手） 

石井議員 １月 12日の前の話ですよね。12月、11月、10月の話だと思うんですよね、今

の話は。要するに議決．．． 

参加者Ｇ １月、11月でも、町が１回ここでね説明会したわけよ。その結論が議会でだめ

だって反対したんでしょ。 

石井議員 あの、ここでの説明会の議事録等を読ませていただきました。そうしたものを

一つ一つ丁寧に、実は相当時間をかけて、執行部、町長若しくは教育課長なんですけど

質問をいたしました。で、多くのことが、それはあなたの、簡単に言いますとですね、

あなたの考えですよと。ということで、ほとんど話し合いにならなかったというのが実

態です。ですから、議長は、実は 12月の冒頭の議会運営委員会、私もメンバーなんです

けど、そこで何としても出したいと。でもこれでは議員の多くの方の賛成が得られない

んじゃありませんか、いろんな課題がありましたんで。それが整理されてないってこと
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で、先ほどからずっと説明されてきたと思いますけど、そういう課題がありましたので、

これはもう少しきちんと、簡単に言いますと、議員の意見も聞いて検討をされたらいい

んじゃないですかというお話を、議長自身もされました。私もそこにいました。でも、

その時は町長は、ですからその時と全く同じものが１月 12日に出されたっていうのが実

態です。ですから、私たちも 12月段階で一度町長がこの案を、じゃもう少し時間を置き

ますという話をされましたので、もっと、多分３月の定例会ではないかなっていう感じ

がしてたんですね。で、先ほど皆さんにお話ししましたとおりに、私の委員会でこれ以

上あるんですけどね、資料、調査中だったんですね。で、資料について、検討委員会の

会議録、それから図面などももらいましたので、それを見てどこに問題があるのかって

いうことを明らかにさせて、それを町長に提出して、きちんと整理してもらうと。いう

ことを考えたんですけども、全くそういう時間の余裕がなかったっていうのが実態です。 

参加者Ｇ で、こういう会場を先行したっていうこと。 

石井議員 先行したっていうことじゃなくて、町長が提案されて、まだ．．． 

参加者Ｇ 天下を取ったようにこういう会を作って、報告会といいながら、皆さんの意見

聞いてたら、参加者Ｂさんがさっき言ったみたいにほんとにね、何が何でも反対と、昔

の議会と一緒。古い議員さん達と。そういうのはこっちに伝わってくるよ。１つもね改

善されたっていうね、新しい議員の意見とかね、全然伝わらないんですよ。天下を取っ

たように反対だ、反対だってね、今後どうしようと考えてるの。 

滝口座長 ちょっとですね．，． 

参加者Ｇ これは全部丸投げ、町に。 

北村議員 よろしいですか。参加者Ｇさんありがとうございます。お気持ちは本当によく

わかります。あの、そういうふうに反対のための反対だって、してるんだろうお前たち

っていうことを、私も今もあの９年目になりますので、いろんな方から言われて参りま

した。で、私は、私も含めて反対のための反対をしている議員はここには 1 人もいない

ということを、私は断言します。ただ、それを皆さんにそう思ってくださって、思われ

てしまっている方の誤解を解くというのはとても難しいなと思いながら、この９年間や

ってまいりました。で、まだその努力は半ばだと。工夫、努力もこれからだと思ってい

ますが、その１つが今日の場だと。少なくとも我々は思ってます。やればやるほどそん

なふうには見えないって、今日参加者Ｇさんにそう言われて、改めてその難しさに打ち

ひしがれ、半分打ちひしがれていますけど、でも半分は燃えてます。なんとか、まだま

だこれからだ、分かってもらいたいと思ってます。以上です。 

参加者Ｇ 中間議員だからって古い古参の議員に圧力かけられて、自分の思った意見が通

せない、通らないっていうこと。そういうふうなかたちにしか聞こえないよ。 

北村議員 私の今の話に、そういう要素が入っていたと自分では思わないんですけど、ほ

んとに議長が冒頭で言ってくださったとおり、この町の議会っていうのは、私が８年、

９年前に、よそ者で一番若造で末席に加えさせていただきました。で、本当に相手にさ

れないだろうな、俺なんか何にも意見なんか言わせてもらえないだろうなって思いまし

たけれども、全く逆でした。ほんとです、これは。信じていただきたい。ほんとです。

（拍手）勝浦の議員さん、大多喜町の議員さん、いすみの議員さん、ほかの町の議員さ
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ん、いろんな人に御宿の町って、議会はそういうところは、ほんとにすごいねって。う

ちの町じゃ考えられないよ、君みたいな人がね、ちゃんと。俺最初はもしかしたらそう

かなって遠慮してたら、北村君、君みたいな人が、参加者Ｌさん、来ていらっしゃいま

すけど、ほんとに背中押してくれて、もっともっと意見を言えってほんとに言ってくれ

ました。ずっと応援してくれてます。そういう議会です。それだけは信じていただきた

いと思います。（拍手） 

参加者Ｇ わかりました。あのね、町のために考えて進んでいくようにお願いしたい。そ

れと、さっきの話から出たけど小中一貫校、小中一貫校、これは言葉のあやで、おそら

く町長が言われたか町の執行部で話が出たのか。ニュアンス的にイメージが柔らかくい

いと感じと私はそう感じたわけ。小中一貫校誤解されてるんじゃないですか。そういう

ことおっしゃってる方。ここの町で小中一貫校、どこへ進学校になるんですか。ただ、

将来中学に入っていく、これから先も小学校から中学に入っていく同じお兄さん達のと

ころにするという考え．．． 

滝口座長 あの、すいません。申し訳ありません。時間も時間なんですけど、座長の判断

で本当はこれで終わりなんですけど、議論もまだ手を挙げている人もいますんで、延長

して．．． 

参加者Ｇ じゃよろしく、今言ったことに対して反対意見、もう一遍皆さんで検討して話

し合いして、町ともう一度仲良く話し合いをしてください。 

滝口座長 仲良く話し合いをするつもりなんですけど、町のほうが、なかなか降りて来て

くれないんです。次どうぞ。 

参加者Ｈ 久保のＨです。お世話様です。先ほど検討委員会の話出ましたけど、私も検討

委員会の１人で、先月会議のほうに行ってまいりました。検討委員会の会議といいまし

てもですね、２月に 1 回やって、もう今私学校の役員やってるんですけれども、もう３

月で退任ということで、たった１回しかその会議に出ないということになります。また

新たな次のＰＴＡの会長さんが次の会議になるので、実際に本当に検討委員会、検討し

ているのかという会議の内容だと思います。また、執行部のほうのお話も出ましたけれ

ども、その会議で、もう言っていいのか、もう図面のほうまで、もうできております、

建物のほうの。次の会議では、なんだか建築士さんを入れて、話し合いを行うという話

も聞いております。そんな中でですね、推進委員会の、まあ私中学校の役員、小学校の

役員さんと保育園のほうの役員さんもいましたけども、まあ危険だという話はありまし

た。もちろん地震もそうですけれども、今の現状ですと、国道沿いから入るというよう

な話で、車危ないんじゃないという話がありました。で、歩道橋うんぬんいろいろ道を

広げたらどうのこうのという話もありましたけども、執行部のほうは、もう警察のほう

にそれも話ししてあって、道は広げられません、歩道橋はその先の今新町にあるので、

できません、そういった感じでですね、検討委員会というよりも、執行部の報告会とい

う話だったと思います。議員さんなんかもいました。（拍手）で、先ほどの送迎のお話も

ありましたけども、雨。このご時世なので、ちょっとした部活の送り迎え、お父さんお

母さん迎えに行ってるのが現状ですけれども、こないだ執行部の回答ですと、あくまで

も入学の時に自転車か歩きか、その数しか見込んでないということで。なので雨が降っ



26 

てもまあ徒歩は徒歩、自転車は自転車という数を、数で今の図面ができているというよ

うな話になっております。で、今回一回議会さんのほうで、一回ここで止まったという

ことで、さらにまた議論ができるので、千円、二千円の犬小屋買うんじゃないですので、

いろいろ意見があると思いますが、検討委員会もやっぱり１年２年３年出る方が検討委

員会のメンバーになって。で、さらに浅間様の入口も削るという話もありましたので、

地域住民の方もやっぱり交えて、協議のほうを進めていっていただけたらなと思います。

以上です。（拍手） 

滝口座長 ありがとうございます。時間も押してますんで、まだ発言してない方指します

んで、明瞭簡潔に、あ、どうぞ。 

参加者Ｉ 須賀のＩといいます。今回の建て替えはですね、これは要するに 60年の耐用年

数が来るということと、自然災害ですか、地震とか津波とかそういう懸念があると。今

それは、私一番懸念しているのはですね、やっぱり今少子高齢化で、もう子供さんがど

んどん少なくなってきて、ほんとに子どもの命って大事ですよね。そういう意味でそう

守るためには、こういう議論もいいんだけど、自然災害っていうのはいつ来るかわかん

ないですね。３．１１、それから熊本の地震とか、今年の１月１日に能登地震。そんな

ことをやっている議論はですね、するのは結構なんですけど、時間をかけてですね、議

論している間に何が来るかわからないというような状態だと思うんですね、正直言って。

で、私自分の経験でお話ししますけど、３．１１の時に仙台で一番、仙台市で被害が大

きかった荒浜っていうところがあるんですよね。皆さんテレビで見たと思うんだけど、

私も実際自分の目で見て確かめたいと思って、翌年仙台に行って、荒浜地区ってところ

を見てきました。それがちょうどですね、あの、場所は、荒浜っていうのは今神奈川県

に鵠沼ってとこありますけど、仙台の鵠沼って言われてる、要するにある程度住宅地の

大きな住宅地で、それ行ったんですけど、もう土台しか残ってないんですね。全てが何

もない。たまたま荒浜小学校っていうのがありまして、それがちょうど御宿と海の距離

からいったらピッタリですね。で、その建物も御宿小学校の今建ってるのとほぼほぼ同

じでした。で、その建物の皆さん学生、子どもさんがいたなら、屋上に一応避難したの

か地元の方に聞いたんだけど、屋上に避難して、ヘリコプターでみんな助けてもらった

と。それ皆さんテレビで多分見てると思うんですね。それ私自分の目で見て、ああ、こ

うなっちゃうかなと。だからこういう議論もいいんですけど、議論してる間にいつ災害

が来るかわかりません。だからそういう意味で早くですね、こういうのは結論を出して

欲しいと。それが私の生の意見です。（拍手） 

滝口座長 ありがとうございます。そちらの方。 

参加者Ｊ 久保で２人の子供を育てていますＪと申します。皆さんにちょっと質問という

かアレなんですけど、今度４月にこども園に入園式で入園する子どもの数、どのくらい

いると思いますか。議員さんどのくらいだと思いますか。ピース。まあ近いです。もと

もと入園している子もいるんですけど、年少さんは１人。全部で４名の子しか入園しな

いんですね、４名５名。信じられますか。子どもが本当に少ないんです。あの、防災と

か、あとお金がないからここにしか立てられないとか、そういった問題、そういった声

が今ここでもたくさん出てますけども、私たち子育て世代の願いとしては、この学校を



27 

建てるってせっかくこんなチャンスないと思ってて、魅力的な学校を建ててほしいとた

だただ思っていて、今結構全国でも子供が少ないけども教育移住といって、この学校に

通わせたいから、私は北海道から沖縄に来たとか、東京から長野に引っ越してきた、こ

の学校に通わせたいから、私は移住しましたっていう人たちがたくさんいて、成功して

いるところもたくさんあるんです。なので、何十億ってお金をかけて建てる、せっかく

建てるこのチャンスなので、町長は、教育移住は一切考えてないって説明会で何度も言

われてますけども、どうかもう一度考え直してほしいなって思っているし、成功してい

る町や市に、どんどん視察に行って、どうしたらこの御宿の環境や資源を生かして、生

かした学校、魅力的な学校が建てられるかっていうのを、もう一度検討してほしいなと

思っています。以上です。（拍手） 

滝口座長 ありがとうございます。次どうぞ。 

参加者Ｋ 御宿台のＫと申します。まずあの今回のテーマが小学校の更新っていうことだ

ったんですけど、子育て世代の方がすごい少ないことに、入ってきてすごく驚きました。

かなり衝撃を受けてます。ごめんなさい、自分の感想なんですけど、まず２つあります。

まず反対された議員の方に伺いたいんですけど、他のどういうオプションがあるのかを

ちょっと明確に、予算も含めて出していただけるとわかりやすいかなと思って。例えば

まあ御宿台に、あの、小学校作るならどれぐらいのね予算がかかってっていう、オプシ

ョンを見てみたいですね。他の選択肢。で、中学校なら 12 億かかるんでしたっけ。約。

それも含めて比べ、まあ予算もすごい大事だと思うんで比べれるかなと思うんで。その

選択肢オプションをテーブルの上にちょっと、どういうのがあるのか、議員の方ちょっ

と見せていただきたいなっていうのが、反対された方への質問と、あと賛成された議員

の方に、その移転した後で大問題になってるのが、その小学校が廃墟にどんどんなって

いくっていう、今もう４個５個あるんでしたっけ、このちっちゃい町で。それをどう使

うかのアイデアを、いいアイデアがもしございましたら伺いたいです。ね、ほんと古い

廃墟の学校ばっかりできてどうするんかなって正直思ってます。なんか、もっといいよ

うに使えるいいアイデア。もしあるなら、ぜひ伺いたいです。以上です。 

圡井議員 質問ありがとうございます。実は御宿小学校はどういう避難訓練をするってい

うかは皆さんご存じでしょうか。まず津波が来た情報を聞いて、屋上に逃げることだそ

うです。これは 14ｍ。で、14ｍの高さがありますので、一旦は津波の高さによってです

ね、14ｍですから屋上に逃げれば何とかなるんかなということですね。で、そういう意

味でも御宿小学校は完全とは言えません。その後に御宿中学校に避難して、さらに浅間

山に逃げると。そんなようなですね、御宿小学校の計画は以前から聞いております。そ

して今の質問なんですけども、私はすごく主張しているのは、やっぱり子ども達の理想

を考えると、命を考えたらですね、御宿台のあそこの業務用地がまだ空いてるんですね。

まあ町長はその業務用地はですね、お金、土地はかかる、建物も新規でかかる。これだ

からとてもとても予算に見合わないと、いうことを言ってますけども、私その前の津波

をですね、うちの家内岩手県ですから、親戚、縁者みんな津波にですね、やられました。

そして亡くなった方もいっぱいいらっしゃいました。こんな現状を見た中で、やっぱり

高い位置に学校は作るべきだなぁと。みんな岩手県でも宮城県もですね、みんな高い位
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置に作っているそうです。これも私もですね、そういう考えでいるわけですけれども、

今現存である中でですね、御宿台のその用地ですね、それを取得する用地を私は理想的

にはここが一番いいなあと思っているんですけれども、やっぱり予算の関係があると思

います。その次にですね、既存であるのはですね、旧御宿高校ですね。あそこは 35ｍの

高さがあるんですけれども、さらに 35ｍの高さの上に津波がきたらですね、すぐ脇にで

すね、少し小山があるんです。この山は大体 50ｍ位あるんです。ここに避難すれば命は

助かるんじゃないかなあと。最後に布施小学校なんですけど、布施小学校は費用も何も

かからないですよね。高さは 50ｍ近くありまして、さらに小学校を建てるぐらいですか

ら、布施町民はですね、やっぱり我が子をいい場所に、学び舎で過ごしてもらいたいと

いうことで、土地の名前はですね、なんだがん台って作ってるやつで、名前はちょっと

調べますけれども、大体なんだがん台って作っている公図ですね。公図はほとんどがい

い場所なんですよね。一つの代名詞になっちゃうわけなんですよね。何々台。それがで

すね、布施小学校はそういう意味でなんだがん台になってまして、一番費用もかかんな

く安全な場所っていう意味では、布施小なのかなあと。今おっしゃった費用とかはすぐ

に出せませんから、まあ一番かかるのは御宿台です。次に旧御宿高校だと思います。な

んらかのリニューアルしないと使えませんから。で、最後に布施小学校が今まで使って

いた教室ですから、一番費用がかかんなくて、安全な場所だなと。先ほど参加者Ｄさん

も言ってましたけども、ただいろんな問題があると思います。それはやっぱり町中から

ちょっと離れてるんだよと。こういうデメリットはあるんです。デメリットと、全部い

いことはですね、それは一番いいんですけども、なかなか全部何を一番優先して捉える

かっていうとなると、私はやっぱり子ども達の命と安全というか、これを我々は優先す

べきではないかなと。そういうような考えで、今の答えで大丈夫でしょうか。すいませ

ん。 

藤井議員 まず、先ほど参加者Ｅさんから、なんで賛成したんだというところのお話があ

りました。で、私、ちょっと言い忘れまして、もう一度チャンス、発言のチャンスをい

ただけないかなと思っているところがあります。私は一番先ほどの父兄さんに言いたい

のは、私は賛成を民意をもって議会に臨んでいるつもりでございます。私が議員になる

のは、私が議員になりたくてというよりも、皆さんの意見なりを議会に持っていくとい

うのが、私の一番考えているところであります。というわけで、私はアンケートも民意

であると先ほど申し上げましたが、私は自分の周りにいる人達の意見も、それなりの民

意だというふうに考えております。この辺でよろしいでしょうか。さっきの話。もう一

つの参加者Ｋの方。賛成の意見で、跡、何を考えているんだというというところだと思

います。実は私、今度の二期目の議員になりまして、町有地活用委員会の委員長になっ

ております。一度町有地をいかにしたらいいかというところで、会議がもたれました。

その後町長さん、招集っていうか話し合いがなくて、これ、じゃ町有地いっぱいあるの

にどうするのっていうようなところは、先ほどの質問者の方が一番心配されていること

だと思います。その辺は町有地活用委員会などが町と話し合いをしながらどうしたらい

いの、道の駅にしたらいいの、どっかに貸したらいいの、売ったらいいのというような

ことは、今後ずっと引き続き続けていくべきだというふうに思ってます。そういうのも
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含めまして、賛成というところであります。よろしいですか。 

参加者Ｋ できればなんか、藤井さんご自身の何かいいアイデアとかってございますか。 

藤井議員 はい。私のアイデアとすれば、私すぐそばに住んでまして、あの、一番いい立

地だから、一番有利な町にとっていいことを考えるべきだというふうに思ってます。具

体的にお前何を考えてるのっていうと、もう少し時間が欲しいなと。ただ、町有地活用

委員会は私委員長ですから、粛々と進めていって皆さんでこういうのがいいんじゃない

かっていうことを聞きながら、そちらのほうに自分の意見としてもっていきたいという

ふうに考えております。 

参加者Ｌ すいません。岩和田のＬです。昨年の９月まで皆さんのご理解とご支援をいた

だいて、議員をしておった一人でございます。いろいろご意見あってですね、やはり議

員一人一人の本質は、皆さんの意見を議会に反映するというのが基本で、皆さん議員に

なってると思うんですよね。ただし、全町民のね、６千７千の意見を一つにしてってわ

けにはいかないんで、自分を応援してくれた人達はせめて、その人たちに対しては意見

を聞き、そしてああこういう意見もあるんだな、こういう意見もあるんだな、それに則

って自分の意見はどうなんだろうか。そして執行部とどうやったら車の両輪のようにい

けるんだろうかということでね。いろいろ問題はいっぱいあって、それぞれやってきま

したけど、古い議員がああだこうだで、新しい議員は何も言えないっていうことはまっ

たくありません、まったくありません。それはですね、昭和 62 年、平成のですね 10 年

位まで古い議員がいて、私なんか 62年で初めて入った。その時は何言ってんだ、お前ら

お茶を汲んでりゃいいんだ、なんていうようなね、環境でしたけど、今はもう 20年、30

年前からね、そんなのはありません。ですから、みんな何期生でも一期生でもね、平等

なんですね。同じなんです、同じ町民から選ばれてきた代表者ですから。ですから、北

村議員先ほど言っていただきましたけどね、ほんとに意見があるならどんどん言いなよ

と。そしてコミュニケーションをとってやってきた。で、この学校問題についてもです

ね、３月の議会で承認されてるという意見もありましたけど、それは、いずれは作らな

ければならない、それによって計画を立てることに関しては賛成しますよと。小学校じ

ゃあどうやったら、どのようにやっていくのかということに関しては、検討委員会を設

立して、そこで検討していきますと。だけど、先ほど委員の方に選ばれたって言ってた

けど、３月に１回やったと。議員からも選ばれた人がいましたけど、全然無し。やろう

と執行部の案が示されて、もうほかの案に対しては聞く耳を持たずというような状況で、

この学校建設ありきでやってきたっていうのが、わたしの印象で、その時に最終的には

ですね、あなたの意見と私の意見は違いますと。そういうあれだったんですよ。協議を

している、検討している、この問題はどうなんですか、これはどうするんですか。最終

的にはね、首長町長はですね、あなたの考えと私の考えは違いますから関係ないですと。

それはね、ちょっとひどいですよね。だけどそれはそれとして協議をしてなかったわけ

じゃないんです。いろんな方。保育園建設の時もそうですよ。もう、ここは低いから危

ない。小学生だったら声をかけて連れて行くんだけど、保育園は連れて行くわけにはい

かないでしょ。赤ちゃんもいればね、１歳２歳の子もいる。おんぶしていかなきゃいけ

ない、だっこしなきゃいけない。じゃどうすんだ、その時に。どこに逃げるんですか。
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川の側、津波が来た、どこに逃げるんですかってことですよ。だから小学校予定地だっ

た御宿台、そこに保育園を建設したわけですよ。そうやって幼い子、そういう子どもを

預かってる期間がですね、なんかあった時には安全な場所にと、いうのは絶対必要だと

いうことで、私たちその当時の議員はですね、市原のほうに素晴らしい保育園があると

いうことで視察に行って、なるほどこういう施設はいいねということでね、もうそのと

きはすぐ二つ返事で皆さん賛成してですね、で、用地として保育園用地もありました。

だけどそこじゃ狭い、これじゃあどうしようもないと。当たり前なんですよ。あそこに

住む、御宿台に住む子ども達を保育する場所として確保した場所ですから、御宿の子ど

も全体を受け入れるには狭すぎる。で、小学校はやはり御宿台の小学生を、そこに建て

て統一するという土地ですから、そこなら大丈夫だよということで、そこに決定したわ

け。それで今回の町長は、あくまでもいろいるな検討課題があった中で、じゃあどう建

てるんですかと。７年９年までに建てるんですかと。それはですね、津波が怖いからだ

と。災害が怖いからこの場所からほかに移さなきゃいけない。そういうことだったでし

ょう。じゃ今ある学校なんとか安全な場所にする方法がないんですかと、そういう意見

もね、喧々諤々としたんですよ。だけどさっきも申したとおり、そういう意見を言うと

ですね、やはり町長はあなたの考えと私の考えと違いますと。そう言われちゃったら、

次にものを言って次に進めようという気にならない。ですから、そうだからっていって、

拒否したり、反対したりしたわけじゃなくて、やっぱり教育課の課長や職員に対して、

協議をしましょうよ、こういう話もしましょうよっていうことでですね、学校視察に行

って、私なんか教育民生をですね、全部で４期、５期かな、やらしてもらいましたから、

小学校に行けば校長先生をはじめ先生方とどこをどうしてもらいたいですかって協議を

重ねて、そして執行部に予算提案をしてですね、そして悪いところは直してもらってっ

ていうようなね、もう議員と執行部はほんとに喧々諤々とやってきたんですよ。ですか

ら、今の議員さん達もそうです。ですから今ここでね、即答を求められてもですね、そ

れはね、決定権があるわけでないし、執行権があるわけじゃないからね。ただ今回は、

こういう形で、できるだけ多くの自分を支持してくれた町民だけじゃなくて、多くの人

たちのご意見を聞き、またみんなしてこういう活動してますよ、こういう協議をしまし

たとよっていう報告でございます。ですから、とってもね、今いる前にいる 10人の議員

さんはね、私なんかの時よりもね、進んでるし町のことを思ってるというふうに思って

ます。ですから、ぜひこの 10名の議員さんに、これからも町とそれから議会と一生懸命

やってくださいよ。私たちの意見も千差万別ですけど、聞き入れてくださいよ、そして

検討してくださいよということでね、この会が終わったら私は、議員さん達がこれから

も一生懸命にやってくれると信じております。ですから、いろいろ言っていただいてで

すね、私たちの時にもですね、何回か町民とお茶を飲みながら話し合いを通してやった

ことがありますけど、やっぱり出てくる方はですね、ご年配の方で一部の方で、今日見

たらこんなに天候も悪いのに来ていただいてですね．．． 

滝口座長 あの、すいません。よろしいですか。 

参加者Ｌ 長くなって申し訳ないけど、そんなわけで議員さん一生懸命やってますから 

ご心配なくお任せしていただきたいと思います。（拍手） 
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滝口座長 ありがとうございました。すいません。最後にですね、一人。 

参加者Ｍ 立つと緊張しちゃうので座らせてください。実谷に住んでいるＭです。下の子

は小学校３年生で布施小に行ってます。で、ここに子育ての世代がいっぱい来るのかな

と思ったらそうではなくて、こんなふうにみんなで雨の中、わざわざ子どもの事とか学

校の事考えて、ね、泣いちゃいそう。皆さんがその一生懸命考えて集まってくださって

ることがすごく嬉しくています。私も伊藤さんとはお話ししたこともあるし、子どもの

ことを一生懸命考えてくださっている方だなって知ってるんです。大好きなんです。だ

けどこうやってなんだろ、議員さんがね、町長の足を引っ張るなぁみたいな、反対する

んだなぁっていうふうにやっぱり思っちゃうかもしれないんですけど、子育て世代の目

線で言わしてもらったら、中学校ってほんとにいくつか、小学生にとってみれば問題が

あるんです。まずさっき言ってた送迎なんかは、雨の日ローソンの前って大渋滞をして

いて、今中学生は 98人とか 100人位なんですけど、大渋滞でなかなか入れないし出れな

いしっていうところに、小学生 200 人位いるんです。なので 100 人が 300 人になって、

で送迎になった場合にどうするのってことを町長さんに１年位前に聞いたら、検討しま

すって言ってくれたので、どうなったかなぁと思ったら熟考、よく考えましたって言っ

て、やり方としてはその浅間様を削って、広くして出入りできるようにするっていうこ

となんですけど、じゃあそれは元々ハザードだから、崖崩れっていうか土砂崩れがおき

て、子ども大丈夫かなぁ心配ですって言っても、僕はよく考えたからってことで、専門

家には聞いてないってことだったので、それは嫌なんですよね、子どもがわざわざ行っ

て、土砂崩れに遭うような学校をやってほしいと思えないし、なので新しい小学校にし

てもらわないと今行ってる子供たち、布施の子も合併したらせっかく山にいるのに、御

宿小に行くことになるんです。でも、そこで津波とか崩れちゃうっていうのがあると思

ったら心配なので、親たちはそれは早く更新してほしいっていうのもあるんだけれども、

だったらそこだけプレハブを布施小に作って、ちょっと教室増やしてあげて、送迎して

あげて、なんて言うんだろ、まず災害に対する今の手当をしてあげることと、後はさっ

き言ってたように、ビジョンを今中学生のことを言ってたんですけど、中学生だと例え

ばそうだなぁ、小学生の時間 1時間は 40何分で、中学生もっと長いので、チャイムの時

間が違うんです。で、中学生の受験生もいるから困るんじゃないかとか。よく考えると

いろいろあって、子どもの遊具、小学生の遊具を置く場所がないから、コの字になって

るガラス張りの中庭に遊具を並べるよっていうんですけど、そうすると割れちゃうんじ

ゃないかなとか、お勉強中にコの字になってる中学生のところに、休み時間が入った子

供たちがわぁってして、邪魔にならないのかなあとか、なんていうかその、本当の中学

生の暮らしをみんなが見てなくて、だけど、子ども大事って思ってるけど、中学生は困

るんじゃないかなっていうふうには思うんです。そうですね、中学校はそんな感じで、

御宿小学校の校長先生が検討委員会では、明らかに御宿小を中学校に建てるっていうの

は、もう狭くて小学生はかえってそこは辛いんじゃないかっていう校長先生の意見もあ

りました。そうですね、それも町長さんは聞いているけれども、全部自分だけで検討し

て、専門家に建築に関する方とかそういう人の動線と空間とか、そういうのを何も相談

しないんだなっていうのがわかると、ちょっと賛成できないなって親は思うし、議員さ
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んは思ってくれてるのだとすれば、町長さんが悪いわけじゃないんだけれども、もうち

ょっとこう、相談、広い目で見てもらえたらなと思ったりしました。で、いすみ市は移

住が増えて、それがオーガニック給食で全国的に初めてやってるからとか、一宮もオリ

ンピックのサーフィン会場になって移住者が増えたりとか、どんどん増えてきてる中で、

まあ御宿はさっき言ってたように子どもが少なくて、今こども園に行っている２歳のク

ラスは６人ぐらいで、１歳のクラスは４，５人なんです。で、少なすぎてかわいそうだ

し、いすみに行けばオーガニックだからっていって、もう４，５人の子がもういすみに

行こうかなって数人、言い始めてるんです。そうすると残った子が２，３人になります。

御宿の広報の表紙に成人を祝う会って、ずらっといるけど、もうあと 10 何年 15 年とか

したら、そこに載る子は１人２人とか載らなくなっちゃうかもしれない。その 15 年後、

20年後はそうなるかもしれないのを食い止められるのは、教育移住とか、小学校のビジ

ョンを持って、特色ある教育だと思うんです。でも既に御宿小では磯遊びもなぎさマラ

ソンもやってるし、布施小は田んぼがあるから、布施っ子田んぼなんてやってくれてる

ので、どうせ合併するんだったら、もう生きる力を育てる里山里海小学校っていうのが

外房にあるらしいよーって噂になって、来てくれるように。いきなり来れないだろうか

ら、山村留学で 1 学期だけでもおいでよとか、そんなふうにこう、つながりを持てるよ

うにっていうふうな考えを子育て世代は言っていて、で、きっとここにいらしてくださ

っている方も、子どもの現状を知ったら、もっといろんなアイデアを出して、例えば多

世代で年配の方と一緒に子ども達が何か作るとか、いろいろあるんだろうなと思うので、

こういう場で、お互いが子供の世代、子育て世代、働く世代と、あとシニアの方が、現

状を分かりあって何かを生み出せる機会を、こんなふうにこれからも、もっていただけ

たら嬉しいなと思います。ありがとうございます。（拍手） 

 

５．閉 会 

滝口座長 よろしいですかね。以上で、もう 30分も経過しましたんで、非常に活発な意見

を出していただき、つたない座長ではありましたけれども、初めてのことで、なかなか

切るタイミングだとか、それに対しての回答だとか、短い時間でなかなかできないとは

思ったんですけど、僕も小さな会社ですけど、親から引き継いで苦しいときもありまし

たけれども、何とかここまで生き延びてやってきて、今まちづくりのために議会に上が

って議長まできてるわけでございます。一番よく思うのが、議会が反対してる、議会が

反対してる、だから悪い。そのことはすごく嫌いなんですね。何か理由があるから反対

してるわけで、どこにでも、じゃあ、あなたはどういうふうに思うんだと言われれば、

どこにでも出ていくつもりですし、この会を開いたこと自体も否定されると、もうほん

とですね、普通の人ってやる気なくすんですよ。僕はガチンコなんで、さらにやる気に

なって、１か月に１回でもやってもいいかなみたいなことを言っちゃうと（拍手）また、

こちら怒られちゃうんですね。最低２回はどういう格好でも、意見交換会とかやるつも

りではいます。そのほかに、若い世代と 40代まで、こないだも役所で、休みの日にです

ね、19 人来てくれたんですけど、高校生からワークショップってやつも、意見交換会、

テーブルごとに全員の議員が参加してくれました。付き合って。普通ね、やりたくない
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んですよ、はっきり言って。もう目に見えてるんで、なかなか僕らの真意が伝わんない。

子どものこと、僕も娘２人で、今度大学生２人ですけど、一番お金かかる時なんですけ

ど、やっぱりがむしゃらにですね、この御宿で生まれ育ったことを誇りに思ってもらっ

て東京に出て、Ｕターンしてもらいたいなとかって思ってるわけです。で、僕は御宿小

学校で御宿小学校びいきなんで、あの場所で何が悪いんだ、リノベして当面様子見れば

いいじゃないかっていう、正直ぶっちゃけそうなんです。で、布施小学校も僕そういう

意味で残したいんです。御宿町立として。いろんな複眼的な考え方として、単眼的な考

え方じゃなくて、お金かかるんだったら布施小学校残せばいいじゃないかみたいなね。

それまでは岩小の何か統合の時は、やっぱり１クラス、１桁になってきたら、子どもの

ために良くないんじゃないかと思ったけど、布施小学校の子ってすごい優秀な子も、う

ちの娘と同じ子なんかも本当に進学校で１番取ってるし、すごく少ない人数でも、やっ

ぱりやり方によって、素晴らしんだなっていうのを見せてくれたというか実践されたん

で、できればこの機会に箱物ありき、お金がある所だったらいいんですけど、先ほど誰

かも言ってましたけど、小中学校一貫は、詰め込む方式はやめたほうがいいです。絶対

にそれは。東京の僕の知り合いのＩＴ系の社長も言ってました。中高は一環になったと

しても、小中の同居はやめたほうがいい。子どものためによくない。で、それだったら

山村留学で、少ない人数でお金かかってもいいっていうんだったら、ぜひ布施小学校残

したい、あの、それ、個人的な意見ですよ。僕は執行部じゃないんで、代案は出せない

んです。政策提言は出そうと思ってるんですけど、代案は出せないんですよ。残念なが

ら。それ、ガチンコで役所と勝負するような期間じゃないんで。それは町長のリーダー

シップと、それを補佐する取締役ですよね、会社で言ったら。議員が別に。何か問題が

あるから反対したんであって、99％議案は通ってるんですよ。で、ここの議案は通せな

いっていうことは、何か問題がある。で、それは我々も責任があるかも知んないけれど、

執行部に多いに責任があると僕は感じてますんで、その辺、身近な方特にハッパかけて

くれて、議会とうまくやれみたいなこと言っていただけたらなって思っています。すい

ません、長くなっちゃって。議会で今しゃべれないんでしゃべっちゃいました。申し訳

ありませんが、また開催しますんで、この辺でお開きとさせていただきます。今日は、

本当にありがとうございました。（拍手） 

田中司会者 ありがとうございました。時間 30分以上超過しましたが、皆さんにご協力い

ただきまして、活発な意見を出していただくことがきました。これにて議会報告会を終

了いたします。皆さんに、受付でお渡ししたと思うんですが、このアンケート、よろし

かったら記載の上お渡ししたところで出していただけると幸いです。ありがとうござい

ました。足元大変悪くなっています。どうぞお気をつけてお帰りください。 


